
専門職大学院構想に関する地域ニーズの調査結果について 

 

Ⅰ 対象別のニーズ 

 

１ 企業・自治体のトップのニーズ 

□ 福井県内及び近隣の企業 83 社，県内の 11 自治体に対し個別折衝。 

  （折衝時期） 平成 30 年 3 月から継続中 

  （折衝結果） 別紙 1-1，別紙 1-2のとおり 

 

□ 上記個別折衝に先立ち，国際地域学部地域連携協議会構成員，福井県中小企業 

団体中央会加盟企業，留学生・県内企業合同説明会参加企業，福井大学同窓経営者 

の会理事企業にアンケート調査実施。 

（調査時期） 平成 29 年 11 月～平成 30 年 6 月 

 
 

２ 企業・団体の若手社員・職員のニーズ 

福井県内の企業・団体で働く若者を対象とした次代のリーダーを育成する「考福塾」

の第５期生 39 人にアンケート調査実施。 

（調査時期） 平成 30 年 2 月 

（調査結果） 別紙 2のとおり 

 
 

３ 学生のニーズ 

専門職大学院設置時に進学対象となる学部生等に対し，複数回のアンケート調査実施。 

□ 国際地域学部 

（調査時期） 平成 30 年 2 月，5月，12 月 

（調査結果） 別紙 3-1，別紙 3-2のとおり 

□ 工学部 

（調査時期） 平成 30 年 2 月，5月 

（調査結果） 別紙 3-3 のとおり 

 

 

Ⅱ 専門職大学院設置への期待（まとめ） 

上記１の企業・自治体との個別折衝において得られた，本専門職大学院への期待を取りま

とめた（別紙 4参照）。 

 

Ⅲ 教育内容に関するニーズ（まとめ） 

上記１の企業・自治体との個別折衝及びアンケート調査において得られた，本専門職大学

院の教育内容に関するニーズを取りまとめた（別紙 5 参照）。 

 

Ⅳ（参考）地域におけるニーズ調査の経緯と調査書式 （別紙 6 参照） 
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地
域

の
企

業
や

自
治

体
か

ら
の

派
遣

の
見

込
み

平
成

30
年

11
⽉

ま
で

の
個

別
折

衝
結

果
（

対
象

：
県

内
及

び
近

隣
の

企
業

83
社

，
11

⾃
治

体
）

１
．
企
業

①
派

遣
可

能
２

８
社

②
将

来
的

に
派

遣
検

討
１

５
社

③
構

想
に

賛
同

す
る

が
現

時
点

で
の

派
遣

困
難

１
3 

社

２
．
⾃
治
体

①
派

遣
可

能
8⾃

治
体

②
派

遣
の

⽅
向

で
引

き
続

き
検

討
3⾃

治
体

●
本

⼤
学

院
構

想
に

賛
同

す
る

企
業

・
⾃

治
体

は
6７

組
織

（
個

別
折

衝
を

⾏
っ

た
企

業
等

の
約

７
割

）
●

企
業

28
社

，
８

⾃
治

体
の

合
計

36
組

織
か

ら
本

⼤
学

院
へ

の
社

員
・

職
員

派
遣

の
回

答
が

あ
っ

た
。

上
記

36
組

織
の

う
ち

，
企

業
16

社
，

６
⾃

治
体

か
ら

具
体

の
派

遣
計

画
の

提
⽰

有
り

（
継

続
中

）

区
分

20
20
年

20
21
年

20
22
年

20
23
年

20
24
年

企
業

8
８

7
6

7

⾃
治

体
4

1
３

1
2

合
計

12
９

10
7

9

企
業

等
か

ら
の

派
遣

計
画

と
派

遣
希

望
年

度
（

Ｈ
31

.1
時

点
）

（
単

位
：

⼈
）
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2
0
2
0
年

2
0
2
1
年

2
0
2
2
年

2
0
2
3
年

2
0
2
4
年

1
企

業
１

（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

2
企

業
２

1
（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

3
企

業
３

1
（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

4
企

業
４

1
1

（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

5
企

業
５

こ
れ

か
ら

を
期

待
す

る
社

員
を

派
遣

す
る

こ
と

に
な

る
が

，
ス

キ
ル

を
身

に
付

け
て

出
て

い
く
場

合
も

あ
る

。

6
企

業
６

1
（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

7
企

業
７

こ
の

大
学

院
へ

行
き

た
い

と
い

う
意

欲
の

あ
る

社
員

が
い

れ
ば

，
会

社
と

し
て

支
援

し
た

い
。

8
企

業
８

 一
人

派
遣

し
，

間
隔

を
空

け
て

ま
た

派
遣

す
る

と
い

う
感

じ
だ

が
，

タ
イ

ミ
ン

グ
も

あ
る

。

9
企

業
９

1
1

1
（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

1
0

企
業

1
0

内
容

が
良

け
れ

ば
，

思
い

切
っ

て
派

遣
す

る
。

ユ
ネ

ス
コ

な
ら

，
半

年
派

遣
も

あ
り

得
る

。

1
1

企
業

1
1

1
1

1
（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

1
2

企
業

1
2

（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

1
3

企
業

1
3

1
1

（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

1
4

企
業

1
4

候
補

者
を

決
め

て
段

取
り

し
て

い
く
必

要
が

あ
り

，
見

込
み

通
り

に
い

け
ば

，
派

遣
。

若
干

名

1専
門

職
大

学
院

へ
の

派
遣

計
画

一
覧

 【
企

業
】

　
本

一
覧

は
，

派
遣

可
能

と
の

回
答

が
得

ら
れ

て
い

る
企

業
２

８
社

に
対

し
，

具
体

の
派

遣
計

画
を

照
会

し
，

そ
の

結
果

を
取

り
ま

と
め

た
も

の
で

あ
る

。

№
企

　
業

　
名

派
　

遣
　

計
　

画
備

　
　

　
　

　
考
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2
0
2
0
年

2
0
2
1
年

2
0
2
2
年

2
0
2
3
年

2
0
2
4
年

№
企

　
業

　
名

派
　

遣
　

計
　

画
備

　
　

　
　

　
考

1
5

企
業

1
5

1
1

（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

1
6

企
業

1
6

幹
部

候
補

生
１

，
２

名
を

，
将

来
，

こ
の

大
学

院
に

出
し

た
い

と
の

構
想

を
持

っ
て

い
る

。

1
7

企
業

1
7

1
1

1
1

1
（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

1
8

企
業

1
8

1
1

（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

1
9

企
業

1
9

派
遣

し
た

い
候

補
者

は
２

名
お

り
，

会
社

と
し

て
は

派
遣

の
方

向
で

検
討

し
，

派
遣

で
き

る
よ

う
に

努
力

し
た

い
。

2
0

企
業

2
0

 あ
と

２
，

３
年

経
つ

と
会

社
に

も
余

裕
が

出
来

，
１

，
２

名
は

派
遣

で
き

る
と

思
う

。

2
1

企
業

2
1

こ
の

大
学

院
に

誰
か

是
非

行
か

せ
た

い
と

思
っ

て
お

り
，

前
向

き
に

検
討

す
る

。

2
2

企
業

2
2

大
学

院
の

正
式

設
置

が
決

ま
れ

ば
，

具
体

の
派

遣
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

2
3

企
業

2
3

1
1

1
1

1
（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

2
4

企
業

2
4

2
0
2
0
年

４
月

に
向

け
，

一
人

で
も

出
せ

る
よ

う
，

社
内

で
検

討
し

た
い

。

2
5

企
業

2
5

1
（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

2
6

企
業

2
6

将
来

の
幹

部
候

補
生

の
育

成
の

た
め

数
年

に
１

人
派

遣
す

る
こ

と
は

検
討

で
き

る
。

2
7

企
業

2
7

1
1

1
1

1
（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

2
8

企
業

2
8

1
1

（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

8
8

7
6

7
 ・

 企
業

1
2
は

，
2
0
2
0
年

で
カ

ウ
ン

ト
。

 ・
 企

業
１

の
分

は
，

カ
ウ

ン
ト

せ
ず

。
企

業
派

遣
予

定
人

数
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2
0
2
0
年

2
0
2
1
年

2
0
2
2
年

2
0
2
3
年

2
0
2
4
年

1
自

治
体

１
1

1
1

（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

2
自

治
体

２
（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

3
自

治
体

３
1

（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

4
自

治
体

４
1

1
（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

5
自

治
体

５
1

1
1

（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

6
自

治
体

６
希

望
者

は
是

非
行

か
せ

て
や

り
た

い
。

7
自

治
体

７
2
0
2
3
，

2
0
2
4
年

度
辺

り
で

あ
れ

ば
対

応
は

可
能

と
考

え
る

。

8
自

治
体

８
1

（
派

遣
計

画
提

出
あ

り
）

9
自

治
体

９
国

際
的

視
点

は
外

せ
な

い
と

思
う

が
，

市
の

事
情

と
し

て
は

，
基

盤
固

め
の

段
階

で
あ

る
。

前
向

き
に

は
検

討
し

た
い

。

1
0

自
治

体
1
0

派
遣

に
つ

い
て

，
引

き
続

き
，

協
議

し
た

い
。

1
1

自
治

体
1
1

職
員

か
ら

希
望

が
あ

り
，

ど
の

よ
う

な
目

的
で

行
き

た
い

か
明

確
な

ビ
ジ

ョ
ン

が
あ

れ
ば

派
遣

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

4
1

3
1

2
 ・

 自
治

体
２

の
派

遣
年

は
，

2
0
2
2
年

で
カ

ウ
ン

ト
。

1
2

9
1
0

7
9

1

自
治

体
派

遣
予

定
人

数

企
業

・
自

治
体

派
遣

予
定

人
数

合
計

専
門

職
大

学
院

へ
の

派
遣

計
画

一
覧

 【
自

治
体

】

本
一

覧
は

，
派

遣
可

能
若

し
く
は

条
件

が
整

え
ば

派
遣

可
能

と
の

回
答

が
あ

っ
た

１
１

自
治

体
に

対
し

，
具

体
の

派
遣

計
画

を
照

会
し

，
取

り
ま

と
め

た
も

の
で

あ
る

。

№
自

 治
 体

 名
派

　
遣

　
計

　
画

備
　

　
　

　
　

考
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大
学

院
へ
の
社

員
派

遣
に
係

る
個

別
折
衝

状
況

（
企
業

）
 

 注
）
企
業
名

欄
の

黄
色

マ
ー

カ
ー

表
示

は
院

生
派

遣
予

定
の
企
業
，
青
マ
ー
カ
ー
表
示
は
将
来
的
に
派
遣
検
討
の
企
業
，
無
地
は

構
想

に
賛

同
だ

が
現

時
点

で
の

派
遣

困
難

の
企

業
を

，
そ

れ
ぞ

れ
示

す
。
 

№
 

企
業

名
 

 
大
学
院
へ
の
社
員
派
遣
に
係
る
ニ
ー
ズ
 

 

企
業

情
報
 

①
業
種
 
②
事
業
内
容
  

③
海

外
展
開

先
等

 

1
 

  企
業

１
 

［
（
日
付

）
は
，

当
該

企
業

と
の

個
別

折
衝
日
］

 
 （
7
/
3
1
）
 

・
製

品
の

８
割

が
海

外
で

使
わ

れ
て

い
る

に
も

関
わ

ら
ず

，
海

外
の

こ
と

を
全

く
知

ら
な

い
と

い
う

訳
に

は
い

か
な

い
と

思
っ

て
い

る
。

世
界

を
相
手
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
な
の
で
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。
 

・
弊
社
に
は
１
年
間
の
海
外
研
修
制
度
が
あ
り
，
海
外
グ
ル
ー
プ
会
社
で
１
年
間
働
き
，
グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
し
て
お
り
，

こ
の

大
学

院
と

弊
社

の
ベ

ク
ト

ル
が

あ
っ

て
い

る
と

思
う

。
海

外
研

修
に

英
語

は
必

須
な

の
で

，
行

き
た

い
な

ら
ば

英
語

習
得

し
て

と
い

う

こ
と
に
な
る
。
こ
の
大
学
院
は
，
基
本
的
に
は
事
務
職
に
受
け
入
れ
や
す
い
よ
う
に
思
う
が
，
技
術
者
も
学
ぶ
べ
き
内
容
だ
と
思
う
。
 

・
生

産
は

基
本

的
に

海
外

と
考

え
て

お
り

，
国

内
に

は
限

界
が

あ
る

た
め

，
海

外
進

出
は

切
っ

て
も

切
れ

な
い

と
思

っ
て

い
る

。
技

術
系

の
人

間
に

も
英

語
が

必
須

で
あ

り
，

特
に

，
技

術
系

の
人

に
，

語
学

力
や

国
際

感
覚

を
身

に
つ

け
て

欲
し

い
と

思
っ

て
い

る
。

こ
の

大
学

院
で

は

異
業
種
の
人
と
の
交
流
が
あ
る
と
い
う
点
も
面
白
い
と
思
う
。
 

・
こ
の
大
学
院
の
構
想
，
目
的
，
ね
ら
い
の
ベ
ク
ト
ル
は
弊
社
と
合
致
し
て
い
る
の
で
，
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

（
8
/
1
0
）
 

・
社
内
で
も
検
討
し
，
こ
の
大
学
院
の
方
向
性
は
本
社
の
方
向
性
と
も
合
っ
て
い
る
の
で
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。
 

・
院

生
派

遣
に

つ
い

て
は

，
希

望
が

あ
れ

ば
会

社
と

し
て

は
積

極
的

に
協

力
す

る
が

，
海

外
研

修
等

で
業

務
に

も
支

障
が

あ
る

た
め

，
希

望
し

た
人
全
員
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
社
内
で
公
募
を
か
け
て
手
を
挙
げ
た
人
の
中
か
ら
適
切
な
人
を
派
遣
し
た
い
。
 

（
1
0/

24
）
 

・
大

学
院

へ
の

派
遣

に
つ

い
て

社
内

で
検

討
し

た
結

果
，

従
業

員
に

対
し

公
募

の
形

を
と

り
，

強
い

希
望

が
あ

る
者

を
送

り
出

す
こ

と
と

し
た

い
。

応
募

が
複

数
名

あ
っ

た
場

合
に

は
，

本
人

に
意

思
確

認
し

，
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

た
め

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

な
ど

ベ
ス

ト
な

選
抜

を
行

い
，

２

年
連
続
派
遣
も
あ
り
得
る
。
こ
の
公
募
に
向
け
て
，
枠
組
み
を
作
り
，
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

・
ま
さ
に
こ
の
話
し
は
人
材
育
成
で
あ
り
，
多
分
，
何
人
か
か
ら
手
が
挙
が
る
と
思
う
が
，
そ
の
よ
う
に
仕
掛
け
て
い
き
た
い
。
 

・
費

用
負

担
は

，
会

社
と

本
人

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

つ
い

て
は

半
々

の
イ

メ
ー

ジ
で

，
他

社
員

と
の

兼
ね

合
い

も
あ

り
，

出
来

る
だ

け
支

援
し

て
い

き
た

い
。

海
外

事
業

体
が

あ
る

訳
で

な
く

，
海

外
で

の
直

接
の

営
業

も
な

く
，

自
己

啓
発

，
グ

ロ
ー

バ
ル

マ
イ

ン
ド

の
醸

成
の

た
め

に

有
効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。
 

・
大
学
院
で
の
語
学
教
育
に
関
し
て
は
，
社
内
で
始
め
た
，
英
語
に
慣
れ
親
し
む
英
会
話
が
，
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
使
え
る
英
語
に
な
れ
ば
と

期
待
し
て
い
る
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

    

   ①
製

造
業
 

②
自

動
車
用

自
動

変
速

機

（
A
/
T
）
部
品
，
等
の
開
発
・

製
造
 

③
北

米
，
欧

州
，
韓

国
，
中
国
，

タ
イ
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2
 

 企
業

２
 

（
4
/
2
7
）
 

・
欧

州
に

駐
在

員
事

務
所

開
設

。
海

外
展

開
に

際
し

て
は

，
語

学
力

が
あ

る
人

材
を

採
用

し
，

日
本

で
の

商
売

や
製

造
を

学
ん

で
貰

い
，

海
外

展
開

に
関

す
る

ト
ッ

プ
の

判
断

を
片

腕
と

し
て

支
援

で
き

る
人

材
，

総
合

的
な

経
営

者
的

感
覚

が
必

要
。

国
際

感
覚

，
ビ

ジ
ネ

ス
関

係
法

務

等
，
現
地
を
担
当
す
る
人
材
に
何
を
学
ば
せ
る
べ
き
か
が
あ
る
。
 

・
海

外
展

開
に

は
，

ま
ず

仕
入

れ
，

海
外

調
達

が
優

先
で

，
そ

れ
を

や
り

な
が

ら
拠

点
形

成
し

て
行

く
必

要
が

あ
り

，
今

の
う

ち
に

学
ば

せ
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
海
外
で
日
本
の
常
識
は
通
じ
ず
，
ま
ず
は
実
体
験
で
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
や
慣
習
等
の
理
解
が
必
要
。
J
E
T
R
O
も
活
用
す
る
が
，

更
な

る
情

報
収

集
の

た
め

の
経

営
者

的
能

力
が

必
要

。
専

門
人

材
は

育
成

で
き

る
が

，
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
的

な
分

野
は

教
え

に
く

い
，

ゼ
ネ

ラ

ル
的

人
材

育
成

は
難

し
い

。
分

析
力

，
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

は
重

要
。

工
学

系
で

グ
ロ

ー
バ

ル
系

も
良

い
，

深
く

よ
り

浅
く

広
く

捉
え

る
こ

と

も
大

事
で

，
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

向
い

て
い

る
。

実
際

の
ビ

ジ
ネ

ス
と

関
連

付
け

て
学

ぶ
こ

と
は

重
要

で
，

商
社

で
は

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

学

べ
る
と
良
い
。
 

・
社

会
人

に
な

る
と

勉
強

の
機

会
が

減
り

，
雇

用
主

に
は

こ
の

よ
う

な
学

び
の

配
慮

が
必

要
と

思
う

。
机

上
の

理
論

と
実

地
の

バ
ラ

ン
ス

は
重

要
で
あ
る
。
 

（
1
0/

16
）
 

・
海

外
展

開
を

考
え

て
い

る
が

語
学

面
で

人
材

が
い

な
か

っ
た

。
３

年
半

前
に

帰
国

子
女

を
採

用
し

た
が

，
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

勉
強

も
し

て
貰

お
う

と
考

え
た

が
，

難
し

い
。

語
学

力
は

良
く

と
も

，
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

出
来

な
い

と
現

地
駐

在
所

の
ト

ッ
プ

と
し

て
分

か
ら

な
い

こ
と

が

多
く
，
社
長
自
身
が
同
行
し
て
営

業
開
拓
を
や
っ
て
い
る
が
，
判
断
さ
せ
ら
れ
な
い
。
 

・
将
来
的
に
別
の
エ
リ
ア
・
商
品
に

関
し
海
外
展
開
し
て
い
く
上
で
，
期
待
で
き
る
若
手
・
中
堅
を
選
び
，
大
学
院
に
派
遣
し
た
い
。
 

・
欧

州
に

お
い

て
，

メ
ー

カ
ー

と
し

て
，

ア
ル

ミ
建

材
の

販
売

を
考

え
て

，
生

産
物

の
流

通
，

末
端

の
販

売
店

，
工

事
店

の
開

拓
を

し
て

い
る

が
，

目
途

が
つ

か
な

い
と

進
出

は
で

き
な

い
。

構
想

に
あ

る
よ

う
に

，
現

地
で

の
調

達
・

加
工

と
市

場
調

査
を

如
何

に
同

時
展

開
さ

せ
て

い

く
こ
と
に
つ
い
て
難
し
さ
を
感
じ

て
い
る
。
 

・
東
南
ア
ジ
ア
も
可
能
性
と
し
て
は

あ
る
が
，
こ
こ
数
年
は
，
ま
だ
そ
こ
ま
で
商
品
価
値
が
認
め
ら
れ
づ
ら
い
。
 

・
誰

を
派

遣
す

る
か

に
つ

い
て

は
，

ス
キ

ル
，

語
学

レ
ベ

ル
に

も
よ

る
が

，
い

ざ
海

外
と

な
る

と
，

営
業

・
生

産
・

加
工

・
流

通
の

全
て

を
分

か
っ
て
い
な
い
と
難
し
く
，（

社
長

）
自
身
は
全
て
理
解
し
て
い
る
が
，
社
員
は
一
部
の
み
で
，
そ
の
枠
を
超
え
て
と
な
る
。
 

・
工

場
長

や
営

業
次

長
な

ど
，

4
0
歳

過
ぎ

の
年

配
者

に
行

っ
て

貰
い

，
全

て
や

っ
て

貰
う

の
が

普
通

だ
と

思
う

。
あ

る
程

度
全

体
を

分
か

っ
て

い
る

人
な

ら
ば

，
派

遣
す

る
際

の
リ

ス
ク

は
低

く
な

る
。

実
際

に
は

，
交

渉
に

は
通

訳
を

入
れ

，
二

人
で

パ
ー

ト
ナ

ー
を

組
ん

で
行

う
，

流

通
ま

で
は

英
語

を
使

え
る

が
，

ワ
ー

カ
ー

は
現

地
語

の
み

と
な

る
。

海
外

に
行

く
と

な
る

と
，

生
産

が
分

か
っ

て
い

る
者

が
一

名
は

必
要

に

な
る
が
，
営
業
は
分
か
ら
な
い
こ
と
に
な
り
，
難
し
い
。
二
人
の
方
が
精
神
的
に
楽
で
，
そ
の
意
味
で

5
0
歳
代
と
も
考
え
ら
れ
る
が
，
現
地

の
考
え
方
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

と
言
う
こ
と
も
あ
る
。
 

・
こ

の
大

学
院

構
想

は
，

海
外

展
開

し
よ

う
と

し
て

い
る

所
の

人
材

の
事

前
養

成
に

な
る

。
こ

れ
だ

け
の

内
容

を
こ

な
す

こ
と

が
出

来
れ

ば
，

バ
イ

タ
リ

テ
ィ

の
あ

る
人

材
に

な
り

，
将

来
の

幹
部

候
補

生
に

な
れ

る
。

現
地

展
開

が
済

ん
で

い
る

中
で

は
，

次
の

人
材

を
育

て
て

い
く

形

か
も
し
れ
な
い
。
 

・
一
種
の
修
行
だ
と
思
う
，
こ
れ
が

き
っ
ち
り
出
来
た
ら
何
で
も
出
来
る
だ
ろ
う
，
中
途
半
端
が
一
番
ま
ず
い
。
 

・
学
部
を
卒
業
し
，
社
会
に
出
て
，

ま
た
，
こ
の
大
学
院
に
入
る
の
が
理
想
だ
と
思
う
。
海
外
に
ど
ん
ど
ん
出
て
行
く
必
要
が
あ
り
，
こ
う
い

う
所
で
の
教
育
が
必
要
だ
と
思
う
。
ま
ず
は

2
0
2
0
年
度
派
遣
に
向
け
配
慮
す
る
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

   

 ①
製

造
業

 
②

ア
ル

ミ
外

装
建

材
製

造
販

売

他
 

③
欧

州
に
進

出
予

定
 

- 50 -



3
 

 企
業

３
 

（
8
/
1
）
 

・
自

社
の

代
理

店
は

，
世

界
各

国
に

あ
り

，
ヘ

ッ
ド

ホ
ー

ン
等

を
販

売
し

て
い

る
。

あ
る

程
度

の
語

学
力

が
必

要
と

思
う

が
，

意
欲

も
あ

っ
て

素
養

の
あ

る
人

間
で

大
学

院
に

派
遣

で
き

る
人

材
は

急
に

は
浮

か
ば

な
い

が
，

こ
の

大
学

院
派

遣
を

目
指

し
た

人
材

を
作

っ
て

い
く

の
は

可

能
で
，
検
討
し
た
い
。
 

・
会

社
で

も
英

語
教

育
に

力
を

入
れ

始
め

た
と

こ
ろ

で
，

英
会

話
教

室
や

ト
ー

イ
ッ

ク
受

験
の

補
助

を
行

っ
て

い
る

。
こ

の
会

社
の

売
上

げ
先

は
本

社
で

，
そ

こ
か

ら
製

品
が

海
外

に
出

て
行

く
が

，
現

地
法

人
が

多
く

，
そ

こ
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

－
シ

ョ
ン

が
重

要
と

な
っ

て
い

る
，

地

方
工
場
と
し
て
生
き
て
行
く
に
は
，
海
外
の
関
連
会
社
と
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
，
そ
う
で
な
い
と
存
在
価
値
が
な
く
な
る
。

・
仕

入
れ

，
販

売
と

も
に

海
外

の
比

率
が

大
き

く
，

買
う

に
も

売
る

に
も

外
国

人
と

の
付

き
合

い
は

重
要

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
大

学
院

で
研

修
し

た
社

員
が

社
内

に
居

る
こ

と
は

将
来

に
向

け
，

非
常

に
良

い
こ

と
だ

と
思

う
。

会
社

に
採

用
さ

れ
る

者
の

割
合

は
，

８
割

が
理

工
系

で

あ
る
が
，
全
体
的
に
英
語
は
苦
手
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
大
学
院
構
想
は
，
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
だ
と
思
う
。
 

（
1
1
/
1
）
 

・
社
内
で
英
語
研
修
を
行
っ
て
い
る
が
，
な
か
な
か
難
し
い
。
社
員
派
遣
が

2
0
2
0
年
４
月
に
派
遣
可
能
か
は
分
か
ら
な
い
，
も
う
少
し
先
に

な

る
か
と
思
う
が
，
派
遣
し
た
い
。
派
遣
社
員
は
，
経
験
が
５
年
位
あ
る

3
0
歳
代
か
，
2
0
歳
代
の
独
身
社
員
と
も
思
っ
て
い
る
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 

 ①
製

造
業

 
②

各
種

マ
イ

ク
ロ

ホ
ン

シ
ス

テ

ム
等

企
画
開

発
・

生
産

 
③

本
社

を
通

じ
海

外
販

売
 

4
 

 企
業

４
 

（
7
/
2
5
）
 

・
弊

社
は
，
全
自
動
大
型
タ
イ
ヤ
交
換
機
メ
ー
カ
ー
と
し
て
国
内
唯
一
，
売
り
上
げ
は
，
近
年
横
ば
い
状
態
。
国
内
需
要
の
縮
小
を
見
越
し
て
，

販
売
+
製
造
拠
点
と
し
て
の
海
外
進
出
を
検
討
中
で
，
そ
の
た
め
の
人
材
育
成
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
，
こ
の
大
学
院
の
話
を
知
っ
た
。
 

・
大

学
院

で
グ

ロ
ー

バ
ル

な
視

野
が

持
て

，
異

文
化

を
経

験
で

き
る

こ
と

は
非

常
に

良
い

こ
と

で
あ

る
。

将
来

の
役

員
候

補
，

現
地

法
人

を
立

ち
上

げ
れ

ば
そ

こ
を

任
せ

ら
れ

る
人

材
を

こ
の

大
学

院
で

育
て

た
い

。
た

だ
，

派
遣

に
あ

た
っ

て
は

勤
務

体
系

な
ど

の
社

内
整

備
が

必
要

。

ま
た
，
語
学
に
対
す
る
恐
怖
感
が
あ
る
。
 

（
1
1
/
1
）
 

・
国

内
だ

け
で

は
製

造
能

力
が

限
界

に
達

し
て

い
る

。
競

争
相

手
は

海
外

企
業

で
，

現
在

，
海

外
に

は
専

門
商

社
を

通
じ

て
販

売
し

て
い

る
。

強
み

は
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
で

，
海

外
企

業
は

無
保

証
な

の
で

，
そ

こ
に

強
み

が
あ

る
。

国
内

の
製

造
能

力
で

は
受

注
に

追
い

つ
か

ず
，

人
手

も

な
い
こ
と
か
ら
海
外
進
出
を
目
指
し
，
調
査
を
開
始
し
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
は

2
0
年
前
の
日
本
の
状
態
の
よ
う
で
あ
る
。
国
内
の
人
口
減

で
機

械
の

保
有

台
数

が
減

れ
ば

，
整

備
需

要
も

減
り

，
じ

り
貧

と
な

る
見

込
み

で
あ

り
，

中
国

，
東

南
ア

ジ
ア

等
に

拠
点

を
設

け
れ

ば
売

れ

る
と

思
う

が
，

社
員

は
英

語
も

満
足

に
話

せ
な

い
状

況
で

あ
る

。
そ

ん
な

人
材

を
外

部
か

ら
確

保
す

る
と

言
う

考
え

も
あ

る
が

，
自

動
車

や

製
造
に
精
通
し
た
人
材
は
な
か
な
か
お
ら
ず
，
こ
れ
か
ら
人
材
育
成
を
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
る
。
 

・
社

員
を

，
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
出

来
る

レ
ベ

ル
に

引
き

上
げ

た
い

と
思

う
が

，
今

は
仕

事
に

追
わ

れ
ア

ッ
プ

ア
ッ

プ
の

状
態

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

製
造
や
開
発
を
支
援
で
き
る
人
材
を
確
保
し
て
，
大
学
院
へ
行
か
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
弊
社
の
部
長
は

4
0
歳
代
，
課
長
は

3
0
歳
代
で
，

将
来
の
会
社
を
背
負
っ
て
行
く
人
材
育
成
の
た
め
に
，
こ
の
大
学
院
を
活
用
し
た
い
。
 

・
こ

の
分

野
は

狭
く

，
他

に
交

流
も

な
く

，
狭

い
分

野
で

出
来

て
も

海
外

で
出

来
る

か
と

。
海

外
格

差
は

す
ご

く
，

腰
を

据
え

て
海

外
の

状
況

を
調

査
し

て
，

す
ぐ

に
黒

字
に

な
ら

な
く

と
も

，
将

来
的

に
食

っ
て

い
け

る
よ

う
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

海
外

で
売

れ
な

い
と

じ
り

貧
で

，

海
外
に
販
売
・
製
造
の
拠
点
を
作
る
必
要
が
あ
り
，
そ
の
た
め
の
人
材
が
必
要
で
あ
る
。
 

・
５

年
間

に
二

人
位

は
出

し
た

い
。
派

遣
出

来
る

の
は

，
4
0
歳

代
部

長
級

，
3
0
歳

代
課

長
級

と
考

え
て

お
り

，
そ

う
で

な
い

と
こ

の
よ

う
な

課

題
に

対
応

出
来

な
い

，
ま

た
，

一
人

だ
け

派
遣

し
て

も
駄

目
だ

と
思

っ
て

い
る

。
出

す
と

し
た

ら
№

１
を

出
す

。
技

術
に

詳
し

く
，

シ
ス

テ

ム
の

実
務

も
出

来
て

，
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
も

出
来

る
人

間
を

出
し

た
い

。
ま

た
，

こ
の

大
学

院
で

人
脈

作
り

も
し

て
欲

し
い

。
整

備
業

界
，

タ

イ
ヤ
の
こ
と
し
か
知
ら
な
い
で
は
駄
目
で
，
こ
の
大
学
院
を
出
て
，
将
来
の
役
員
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
 

 ①
製

造
業

 
②

タ
イ

ヤ
サ

ー
ビ

ス
機

械
製

造

販
売

他
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・
派
遣
に
は
環
境
整
備
が
早
急
に
必
要
で
，
そ
の
意
味
で

2
0
2
0
年
派
遣
は
難
し
い
か
と
思
う
。
3
0
歳
代
後
半
の
社
員
を
出
し
た
い
が
，
会
社

の

中
心
的
な
人
材
で
，
会
社
が
回
ら
な
く
な
る
と
の
心
配
も
あ
る
が
，
複
数
名
候
補
を
出
し
，
そ
の
中
に
そ
ん
な
人
材
も
入
れ
て
お
き
た
い
。

・
実

務
だ

け
や

っ
て

い
れ

ば
楽

だ
が

，
考

え
る

こ
と

が
必

要
で

，
会

社
と

違
う

こ
と

に
触

れ
さ

せ
て

，
考

え
る

ス
テ

ッ
プ

を
踏

ま
せ

る
よ

う
な

育
成
が
出
来
れ
ば
と
思
う
。
お
金
は
負
担
す
る
の
で
，
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
，
投
下
し
た
い
。
 

・
海

外
研

修
は

，
海

外
で

の
工

場
の

立
ち

上
げ

と
か

，
大

学
院

で
の

学
び

が
仕

事
に

直
結

す
る

よ
う

な
内

容
が

良
く

，
大

学
提

示
の

「
フ

ィ
ー

ジ
ビ

リ
テ

ィ
ス

タ
デ

ィ
と

仮
想

新
規

立
地

」
が

良
い

。
ど

こ
に

工
場

を
置

き
，

誰
の

世
話

に
な

る
と

か
が

考
え

ら
れ

る
が

，
そ

の
よ

う
な

学

び
を

１
ヶ

月
で

出
来

る
か

ど
う

か
。

そ
の

た
め

，
大

学
院

に
は

，
開

発
や

製
造

に
詳

し
い

人
間

を
出

し
た

い
。

ベ
ト

ナ
ム

は
視

察
し

た
が

，

遅
れ

て
お

り
，

道
路

を
走

っ
て

い
た

ら
，

パ
ン

ク
す

る
だ

ろ
う

と
感

じ
た

。
他

の
国

に
つ

い
て

も
マ

ー
ケ

ッ
ト

調
査

を
し

て
，

本
当

に
工

場

を
作
れ
る
か
ど
う
か
等
，
も
っ
と
調
査
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 
5
 

 企
業

５
 

（
8
/
3
）
 

・
弊

社
で

は
，

も
の

づ
く

り
は

福
井

で
，

顧
客

は
海

外
に

求
め

て
お

り
，

そ
の

た
め

に
海

外
で

商
談

で
き

る
人

材
と

言
う

こ
と

で
，

英
語

の
出

来
る
人
材
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
子
ら
が
営
業
で
き
る
か
は
未
知
数
で
あ
る
が
，
実
績
を
挙
げ
て
い
る
者
も
２
名
い
る
。
O
J
T
で
や
っ
て
い

る
部
分
が
多
く
，
こ
ん
な
大
学
院
が
地
元
に
あ
れ
ば
，
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
は
あ
る
。
２
年
と

い
う
期
間
を
長
い
と
感
じ
る
反
面
，
ど

っ

ぷ
り

の
方

が
良

い
か

と
も

思
う

。
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

に
つ

い
て

は
東

京
か

ら
講

師
を

呼
ん

で
お

り
，

販
促

物
も

都
会

の
感

性
で

，
ま

た
，

ア

パ
レ

ル
関

係
の

ツ
ー

ル
作

成
に

も
ア

ド
バ

イ
ス

を
得

て
い

る
。

ま
た

，
最

近
は

，
外

国
人

雇
用

へ
の

対
応

も
必

要
と

考
え

て
お

り
，

外
国

人

の
定
着
に
向
け
，
こ
の
大
学
院
が
レ
ー
ル
を
敷
い
て
い
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 

・
大

学
院

に
行

け
と

言
っ

た
ら

，
行

き
た

い
と

言
う

人
間

は
居

る
と

思
う

が
，

今
の

業
務

の
状

況
で

行
け

る
か

ど
う

か
。

学
問

と
実

務
を

結
び

つ
け
る
に
は
，
1
0
年
ぐ
ら
い
仕
事
を
や
っ
て
き
て

3
0
代
で
大
学
院
に
入
る
の
が
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
は
良
く
，
こ
の
大
学
院
で
の
学
び
は
貴
重

な
体
験
に
な
る
と
思
う
。
 

・
こ

の
考

え
に

賛
成

で
，

地
方

大
学

が
特

色
を

出
し

て
い

く
た

め
，

福
井

大
学

カ
ラ

ー
を

出
し

て
い

く
こ

と
は

大
事

。
福

井
に

ど
ん

ど
ん

人
が

入
っ

て
く

る
た

め
に

も
，

こ
の

構
想

は
良

い
と

思
う

。
会

社
に

入
っ

て
か

ら
も

学
び

は
必

要
で

，
仕

事
を

し
な

が
ら

学
ぶ

，
自

己
研

鑽
が

必

要
で
あ
り
，
そ
う
で
な
い
と
続
か
な
い
。
 

・
自
分
か
ら
こ
の
大
学
院
に
入
り
た

い
と
言
う
社
員
が
い
れ
ば
支
援
す
る
。
良
い
仕
事
を
す
る
か
ど
う
か
は
人
の
質
で
あ
り
，
ど
う
し
た
ら
も
っ

と
良

い
物

が
出

来
る

か
と

思
う

人
間

が
少

し
で

も
増

え
て

く
れ

る
必

要
が

あ
り

，
尻

を
叩

い
て

で
も

環
境

を
変

え
る

必
要

も
あ

る
か

と
思

っ

て
い
る
。
派
遣
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。
 

（
1
0
/
3
1
）
 

・
2
0
代

独
身

は
動

き
や

す
い

か
も

し
れ

な
い

。
今

ま
で

は
企

業
に

愛
着

を
持

っ
て

と
い

う
の

が
あ

っ
た

が
，

今
の

社
員

は
，

大
学

院
で

英
語

力

と
か
が
高
ま
る
と
，
他
の
企
業
を
考
え
始
め
る
。
大
学
院
で
ス
キ
ル
が
上
が
り
，
も
っ
と
収
入
が
良
い
所
を
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
 

・
場

合
に

よ
っ

て
は

，
大

学
院

に
派

遣
す

る
こ

と
が

会
社

に
と

っ
て

マ
イ

ナ
ス

に
な

る
場

合
も

あ
る

。
当

社
の

場
合

は
，

こ
れ

か
ら

を
期

待
す

る
社
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
る
が
，
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
て
出
て
い
く
場
合
も
あ
る
。
 

      

 ①
製

造
業

 
②

熱
転

写
ラ

ベ
ル

の
製

造
・

販

売
他

 
③

イ
ギ

リ
ス

，
ア

メ
リ

カ
に

 
関

連
会

社
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6
 

 企
業

６
 

（
5
/
2
4
）
 

・
海

外
経

験
は

4
0
人

位
。

常
時

2
0
人

位
が

海
外

赴
任

し
て

い
る

。
単

に
英

語
が

話
せ

る
だ

け
で

な
く

，
外

国
人

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が

で
き

る
こ

と
が

大
事

で
あ

り
，

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
，

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
，

ア
カ

ウ
ン

テ
ィ

ン
グ

の
科

目
が

必
要

で
あ

る
と

思
う

。
財

務

な
の
か
企
画
な
の
か
，
ど
う
い
う
人
材
を
派
遣
し
た
方
が
良
い
の
か
，
今
す
ぐ
に
は
思
い
浮
か
ば
な
い
。
 

（
7
/
2
3
）
 

・
社

員
派

遣
に

あ
た

り
，

英
語

能
力

が
心

配
で

あ
る

。
海

外
展

開
に

あ
た

り
，

こ
れ

ま
で

は
海

外
経

験
の

あ
る

人
材

を
採

用
し

て
き

た
。

こ
こ

で
働
く
社
員
の
中
に
，
英
語
力
や
相
応
の
能
力
を
有
す
る
人
材
は
そ
ん
な
に
い
な
い
が
，
検
討
し
た
い
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

  

 ①
製

造
業

 
②

メ
ガ

ネ
フ

レ
ー

ム
等

の
商

品

企
画
・

 デ
ザ
イ

ン
・
製

造
他

 
③

中
国

，
香

港
，

イ
タ

リ
ア

，

オ
ラ

ン
ダ
，
ス
ペ

イ
ン
，
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア
，

ア
ラ

ブ
，

イ

ギ
リ

ス
，

ド
イ

ツ
，

フ
ラ

ン

ス
，

ア
メ
リ

カ
 

7
 

 企
業

７
 

（
8
/
2
9
）
 

・
弊

社
は

，
海

外
に

対
し

て
は

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

，
中

国
に

特
殊

セ
メ

ン
ト

を
輸

出
し

て
い

る
。

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

は
セ

メ
ン

ト
工

場
が

な
く

，
全

部
国
外
か
ら
の
輸
入
と
な
っ
て
い
る
。
生
産
拠
点
は
国
内
に
９
，
海
外
に
８
箇
所
あ
り
，
自
社
は
そ

の
一
つ
で
あ
り
，
本
社
か
ら
の
オ
ー
ダ

ー

に
基
づ
き
，
海
外
に
輸
出
し
て
い
る
。
 

・
今

後
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
益
々
進
み
，
海
外
と
繋
が
っ
て
く
る
と
思
う
，
海
外
展
開
戦
略
等
に
つ
い
て
は
，
本
社
の
海
外
事
業
本
部
が
行
い
，

そ
の
た
め
に
本
社
で
は
必
要
な
人
材
が
積
極
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
弊
社
で
も
そ
の
必
要
性
が
あ
る
が
，
社
員
数
が
少
な
く
，
難
し
い
。

・
社

員
の
研
修
で
は
階
層
別
や
分
野
別
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
が
，
親
会
社
で
は
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
を
進
め
て
お
り
，
親
会
社
に
く
っ
つ
い
て
い

く
た
め
に
も
，
親
会
社
と
の
人
的
交
流
が
必
要
で
あ
り
，
こ
の
大
学
院
で
学
ん
だ
社
員
が
，
親
会
社
に
逆
出
向
と
言
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

人
材
育
成
は
重
要
で
あ
り
，
こ
の
大
学
院
へ
行
き
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
社
員
が
い
れ
ば
，
会
社
と
し
て
支
援
し
た
い
の
で
，
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。
 

  

 ①
製

造
業

 
②

各
種

セ
メ

ン
ト

の
製

造
，

販

売
他

  
③

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

，
中

国
に

輸

出
 

8
 

 企
業

８
 

 

（
7
/
2
7
）
 

・
大

学
院

派
遣

は
，

企
業

と
し

て
は

実
利

的
な

目
的

が
必

要
だ

が
，

海
外

進
出

に
際

し
，

語
学

，
財

務
，

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
事

前
に

総
合

的
に

学
び

，
現

地
の

社
長

に
就

任
し

て
も

ら
う

イ
メ

ー
ジ

で
あ

る
。

現
地

の
社

長
は

タ
イ

人
や

中
国

人
ば

か
り

で
な

く
，

日
本

人
と

し
て

も
行

っ

て
貰
い
た
い
と
考
え
る
と
，
こ
の
よ
う
な
機
会
で
基
礎
を
身
に
付
け
て
貰
い
た
い
と
思
う
。
 

・
弊

社
は

も
の

づ
く

り
な

の
で

，
現

在
，

海
外

に
は

機
械

系
ば

か
り

で
，

財
務

を
知

ら
な

い
者

が
行

っ
て

い
る

。
そ

の
よ

う
な

人
間

に
大

学
院

で
２

年
間

勉
強

し
て

行
っ

て
も

ら
う

こ
と

は
価

値
が

あ
る

。
ま

ず
は

，
日

本
人

が
立

ち
上

げ
，

そ
れ

を
現

地
の

人
間

に
任

せ
る

の
が

良
い

。

現
状

で
は

，
日

本
人

を
現

地
に

送
る

に
際

し
，

特
に

研
修

も
せ

ず
現

場
，

営
業

の
人

間
を

送
り

，
ま

た
事

前
に

学
ぶ

仕
組

み
も

な
い

。
拠

点

を
作

ろ
う

と
す

る
と

何
ヶ

月
単

位
で

の
動

き
と

な
り

，
通

訳
を

付
け

て
送

り
出

し
，

何
と

か
し

ろ
と

い
う

状
況

で
，

現
地

で
社

長
に

な
る

人

間
に

対
し

，
こ

の
大

学
院

で
事

前
準

備
が

出
来

る
に

越
し

た
こ

と
は

な
く

，
お

願
い

し
た

い
。

こ
れ

ま
で

福
井

大
学

と
は

産
学

官
連

携
本

部

と
の
お
付
き
合
い
が
あ
っ
た
が
，
さ
ら
に
こ
の
よ
う
に
広
が
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。
 

・
日

頃
の

研
修

は
福

井
県

の
補

助
金

の
出

る
制

度
や

ジ
ェ

ト
ロ

の
活

用
程

度
。

大
学

院
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

内
容

も
こ

ん
な

イ
メ

ー
ジ

で
，

大
学

院
に

派
遣

す
る

時
は

，
会

社
側

の
費

用
で

支
援

し
た

い
，

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

払
う

金
額

を
考

え
れ

ば
，

大
学

院
に

要
す

る
費

用
は

高
く

な

い
。
一
人
派
遣
し
，
間
隔
を
空
け
て
ま
た
派
遣
す
る
と
い
う
感
じ
だ
が
，
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
る
。
 

   

 ①
製

造
業

 
②

高
圧

配
管

等
の

製
造

・
販

売

他
 

③
タ

イ
，
フ

ィ
リ

ピ
ン

，
中

国
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9
 

 企
業

９
 

（
3
/
2
2
）
 

・
現

地
法

人
へ

の
送

り
出

し
，

現
地

工
場

で
の

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
程

度
な

ら
自

社
で

可
能

。
こ

の
大

学
院

で
は

海
外

で
ネ

イ
テ

ィ
ブ

と
議

論
で

き
れ
ば
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
全
く
別
の
分
野
が
良
い
，
異
文
化
に
飛
び
込
み
，
新
し
い
経
験
，
刺
激
が
必
要
で
，
実
体
験
が
大
事
で
あ
る
。

・
現

場
か

ら
は

，
将

来
，

現
地

で
顧

客
獲

得
，

新
し

い
ビ

ジ
ネ

ス
，

仕
事

の
幅

を
広

げ
る

こ
と

の
出

来
る

人
材

を
送

り
出

し
た

い
と

言
っ

て
く

る
だ
ろ
う
。
海
外
に
行
く
な
ら
体
験
を
重
視
し
た
い
。
 

（
1
0
/
1
6
）
 

・
興
味
が
あ
る
研
修
先
は
，
J
I
C
A
や
ユ
ネ
ス
コ
，
そ
こ
に
耐
え
う
る

2
0
～
3
0
歳
前
半
ま
で
の
社
員
を
受
け
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
ま
で

，

そ
れ
だ
け
の
時
間
を
割
く
の
は
厳
し
か
っ
た
が
，
若
手
社
員
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
て
の
育
成
は
優
先
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
 

・
派

遣
対

象
は

，
か

な
り

若
い

社
員

層
で

あ
り

，
3
0
歳

後
半

だ
と

，
ビ

ジ
ネ

ス
ス

ク
ー

ル
的

な
話

し
が

多
く

な
り

，
実

務
的

に
な

っ
て

来
る

。

こ
の

大
学

院
が

刺
激

に
な

る
の

は
，

2
0
歳

代
前

半
だ

と
思

う
。

社
員

に
は

工
学

系
が

多
く

，
こ

れ
ま

で
に

ビ
ジ

ネ
ス

に
つ

い
て

学
ん

で
い

な

い
と

言
う

苦
手

意
識

が
あ

る
社

員
が

多
い

が
，

財
務

諸
表

等
は

製
造

業
に

も
共

通
す

る
も

の
で

あ
る

。
ま

た
，

ビ
ジ

ネ
ス

交
渉

，
リ

ー
ダ

ー

シ
ッ

プ
に

関
し

て
は

，
そ

の
人

の
得

手
，

不
得

手
が

あ
り

，
こ

の
大

学
院

で
自

信
を

持
っ

て
貰

え
れ

ば
と

思
う

。
J
I
C
A
等

で
刺

激
を

受
け

る

よ
う

な
社

員
は

，
会

社
か

ら
羽

ば
た

い
て

し
ま

う
か

も
し

れ
な

い
が

，
そ

う
言

う
機

会
が

あ
る

会
社

と
言

う
こ

と
で

，
自

分
の

可
能

性
を

伸

ば
す
こ
と
が
社
内
で
出
来
る
こ
と
を
感
じ
て
貰
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
 

・
大

企
業

で
は

色
々

な
人

材
育

成
を

し
て

い
る

が
，

地
方

の
中

小
企

業
で

は
難

し
く

，
仕

事
を

見
る

視
点

が
狭

く
な

り
が

ち
で

あ
る

。
刺

激
を

受
け

，
自

分
の

価
値

観
が

揺
さ

ぶ
ら

れ
る

の
は

若
い

時
だ

け
だ

と
思

う
。

県
大

の
大

学
院

も
活

用
し

て
い

る
が

，
学

び
直

し
を

通
じ

，
自

信

を
得
て
い
る
。
 

・
大

学
院

の
必

要
経

費
は

，
修

了
前

提
で

会
社

負
担

，
平

日
に

行
く

の
も

業
務

の
扱

い
と

し
，

学
ん

だ
こ

と
が

業
務

の
中

に
出

て
来

る
だ

ろ
う

と
期
待
し
て
い
る
。
同
様
に
海
外
研
修
の
費
用
は
出
張
扱
い
に
な
る
と
思
う
。
 

・
派

遣
の
セ
レ
ク
ト
は
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
が
，
 
2
0
2
0
年
に
福
井
に
そ
の
よ
う
な
候
補
者
が
何
人
い
る
か
，
必
要
な
本
社
勤
務
に
戻
す
こ
と

も
必

要
に

な
る

が
，

そ
の

よ
う

な
人

数
を

ど
れ

位
持

て
る

か
，

こ
れ

ま
で

，
海

外
に

送
り

込
む

よ
う

な
余

裕
は

な
く

，
漸

く
教

育
に

時
間

を

割
け
る
余
裕
が
出
て
来
た
。
 

・
従

来
の

仕
事

を
さ

せ
て

い
て

，
新

し
い

事
業

と
言

う
の

は
出

来
な

い
。

実
務

だ
け

を
通

し
て

，
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

近
い

動
き

を
期

待
す

る
の

は
厳
し
い
。
今
，
求
め
ら
れ
る
の
は
，
海
外
事
業
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
時
，
そ
の
分
野
で
は
一
流
で
も
，
異
分
野
に
ポ
ン
と
放
り
込
ま
れ
，

管
理

的
な

こ
と

，
人

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

す
る

と
言

う
の

は
全

く
異

質
な

話
し

で
，

そ
の

よ
う

な
人

材
の

育
成

に
は

時
間

が
か

か
る

。
こ

の

大
学

院
へ

の
期

待
は

，
3
0
歳

代
前

半
の

人
が

ど
う

幅
を

拡
げ

て
く

れ
る

か
，

会
社

が
そ

の
よ

う
な

道
筋

を
作

る
こ

と
が

出
来

る
か

ど
う

か
で

あ
る
。
色
々
な
分
野
を
ま
と
め
て
学
ぶ
し
，
会
社
組
織
以
外
の
も
の
も
見
て
く
る
と
か
，
今
の
会
社
に
居
な
い
人
材
を
育
て
る
必
要
が
あ
り
，

今
ま
で
の
よ
う
な
人
材
育
成
で
は
済
ま
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
学
院
は
面
白
い
と
思
う
，
社
内
で
も
語
学
力
が
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
，

T
O
E
I
C
4
5
0
点

を
全

社
員

の
目

標
に

掲
げ

た
。

大
学

院
へ

は
派

遣
し

た
い

と
思

う
が

，
出

せ
て

も
一

人
，

連
続

で
は

な
く

，
一

人
済

ん
で

次
の

一
人
ぐ
ら
い
で
，
そ
れ
く
ら
い
層
が
厚
く
な
っ
て
欲
し
い
。
 

・
そ

う
言

う
若

い
人

の
活

躍
の

場
を

，
従

来
の

場
で

な
い

所
で

広
げ

る
必

要
が

あ
る

。
放

っ
て

お
け

ば
，

そ
の

中
だ

け
に

な
っ

て
し

ま
い

，
意

図
し

て
や

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

そ
ん

な
人

材
は

外
部

か
ら

簡
単

に
引

っ
ぱ

っ
て

来
ら

れ
な

い
。

経
験

豊
富

な
人

の
話

し
は

聞
け

る
が

，

実
際

に
動

け
る

人
は

自
前

で
育

て
て

い
か

な
い

と
，

ど
う

に
も

な
ら

な
い

。
今

の
売

上
げ

を
維

持
し

て
い

る
の

は
今

の
仕

事
，

そ
の

中
か

ら

見
込

み
の

あ
る

人
間

を
引

っ
ぱ

ろ
う

と
言

う
話

し
な

の
で

，
時

間
を

か
け

て
で

も
人

を
育

て
て

行
か

な
い

と
将

来
の

成
長

は
な

い
が

，
各

論

は
難
し
い
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

  

 ①
製

造
業

 
②

建
築

資
材

の
製

造
・

販
売

他
 

③
ア

メ
リ
カ

，
ベ

ト
ナ

ム
，

 
タ

イ
 

- 54 -



1
0
 

 企
業

10
 

（
3
/
3
0
）
 

・
弊

社
の

場
合

は
，

J
I
C
A
と

か
，

全
く

異
な

る
体

験
を

す
る

の
が

良
い

と
考

え
る

。
会

社
が

独
自

で
出

来
な

い
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
良

い
。

商
社

体

験
も
良
い
が
お
客
に
な
っ
て
し
ま
う
，
主
体
的
に
動
か
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
 

（
7
/
1
3
）
 

・
企

業
と

し
て

は
，

社
会

人
を

送
り

こ
ん

だ
場

合
に

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

学
べ

る
の

か
が

重
要

。
弊

社
に

お
い

て
将

来
の

幹
部

候
補

生
（

2
0
代

後
半
～
3
0
代
）
に
進
め
て
い
る
の
は
，
専
門
的
に
学
べ
る
グ
ロ
ー
ビ
ズ
経
営
大
学
院
等
の

M
B
A
で
あ
る
。
県
立
大
学
の
経
営
系
大
学
院
に
も

人
は
出
し
て
い
る
。
M
B
A
は
会
社
を
休
ん
で
学
ん
で
お
り
，
費
用
も
企
業
が
全
額
負
担
し
て
い
る
。
 

・
内

容
が
良
け
れ
ば
，
思
い
切
っ
て
派
遣
す
る
。
ユ
ネ
ス
コ
な
ら
，
半
年
派
遣
も
あ
り
得
る
。
 

（
1
0
/
2
4
）
 

・
こ

の
大

学
院

で
の

海
外

研
修

に
期

待
す

る
内

容
，

国
際

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ン

に
必

要
な

の
は

，
財

務
力

，
法

務
力

，
英

語
力

と
，

あ
と

は
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

で
あ

る
。

２
年

間
，

授
業

だ
け

で
な

く
テ

ス
ト

も
あ

る
だ

ろ
う

し
，

相
当

，
志

が
高

い
人

間
で

な
い

と
，

ど
う

い
う

人
間

が
良

い

か
。
と
に
か
く
，
派
遣
に
つ
い
て
具
体
に
検
討
し
た
い
。
 

 

 ①
製

造
業

 
②

繊
維

工
業

用
界

面
活

性
剤

の

製
造

，
販
売

他
 

③
韓

国
，
台

湾
，
中

国
，
香
港
， 

イ
ン

ド
ネ
シ

ア
，
ベ
ト

ナ
ム
，

タ
イ
，
バ

ン
グ
ラ

デ
ィ

シ
ュ

，

ア
メ

リ
カ

 

1
1
 

 企
業

11
 

（
7
/
2
6
）
 

・
今

年
度

初
め

て
県

の
国

際
ビ

ジ
ネ

ス
人

材
育

成
支

援
事

業
に

１
名

申
請

を
出

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。
い

ろ
ん

な
形

式
で

形
を

変
え

な
が

ら
研
修
は
行
っ
て
い
る
が
，
最
近
は
専
ら
社
内
研
修
が
中
心
で
，
年
間

6
0
講
座
程
度
あ
り
，
勤
務
時
間
外
・
自
由
参
加
に
も
関
わ
ら
ず
，
人

気
の

あ
る

講
座

は
す

ぐ
に

埋
ま

っ
て

し
ま

う
な

ど
，

学
習

で
き

る
よ

う
な

土
壌

は
で

き
て

い
る

が
，

社
内

で
力

を
付

け
て

き
た

社
員

に
，

海

外
で
の
そ
の
よ
う
な
経
験
も
積
ま
せ
た
い
の
で
，
こ
の
大
学
院
に
関
心
が
あ
る
。
こ
の
大
学
院
構
想
は
と
て
も
良
い
と
思
う
。
 

（
1
0
/
1
6
）
 

・
現

時
点
で
具
体
に
何
時
に
何
人
と
は
言
え
な
い
が
，
派
遣
に
つ
い
て
，
具
体
に
検
討
す
る
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 

 ①
製

造
業

 
②

特
殊

形
状

の
精

密
鍛

造
パ

ー

ツ
等

の
製
造

・
販

売
 

③
香

港
，
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
，

 
タ

イ
，

ア
メ

リ
カ

 

1
2
 

 企
業

12
 

（
3
/
2
7
）
 

・
福

大
と
連
携
し
大
学
院
で
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
は
，
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
 

（
7
/
1
7
 
）
 

・
人

材
育

成
に

は
リ

ベ
ラ

ル
ア

ー
ツ

が
大

事
，

こ
の

大
学

院
と

し
て

，
人

間
性

，
歴

史
観

，
文

化
，

哲
学

と
い

っ
た

科
目

を
加

え
る

べ
き

で
，

他
の

大
学

院
に

は
な

い
特

色
に

な
る

。
海

外
で

は
若

い
人

が
頑

張
っ

て
い

る
が

，
商

売
で

は
数

字
も

大
事

だ
が

歴
史

観
や

哲
学

と
い

っ
た

話

が
で
き
な
い
と
駄
目
で
あ
る
。
社
内
で
の
研
修
と
し
て
○
○
塾
を
や
っ
て
い
る
。
M
B
A
は
あ
ま
り
評
価
し
て
い
な
い
。
 

（
1
0
/
1
9
）
 

・
管

理
本

部
長

と
相

談
し

た
が

，
通

学
の

こ
と

を
考

え
る

と
福

井
に

い
る

社
員

に
な

る
。

平
等

を
考

え
る

と
公

募
し

，
試

験
で

決
め

る
と

か
，

社
内

ル
ー

ル
化

，
制

度
化

が
必

要
と

考
え

て
い

る
。

今
，

福
井

に
い

る
社

員
で

行
か

せ
た

い
社

員
が

い
る

か
と

い
う

と
難

し
く

，
今

後
，

採

用
し

て
い

く
中

で
良

い
人

が
い

れ
ば

と
，

籍
を

お
い

て
内

定
者

を
出

す
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

他
企

業
で

は
希

望
者

が
あ

れ
ば

行
か

せ
て

，

そ
の

結
果

，
潜

在
能

力
が

ア
ッ

プ
し

た
と

の
話

し
も

聞
い

て
い

て
，

行
か

せ
ら

れ
る

も
の

な
ら

，
こ

の
大

学
院

に
行

か
せ

た
い

。
そ

の
た

め

に
，
こ
の
数
年
の
間
に
制
度
を
立
ち
上
げ
た
い
。
東
京
に
い
る
社
員
を
福
井
に
呼
ん
で
と
な
っ
て
も
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
 

・
５

，
６

年
の

間
に

１
名

は
派

遣
し

た
い

。
そ

の
よ

う
な

人
材

が
い

れ
ば

続
け

て
の

派
遣

も
可

能
。

若
手

の
中

に
有

望
な

者
が

い
れ

ば
挑

戦
さ

せ
た
い
。
挑
戦
は
会
社
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
こ
と
に
な
る
。
 

・
海

外
実

地
研

修
へ

の
期

待
に

つ
い

て
，

会
話

が
出

来
て

，
海

外
と

対
等

に
ビ

ジ
ネ

ス
が

出
来

る
よ

う
に

な
れ

ば
良

い
。

社
内

に
海

外
事

業
部

を
設

け
の

で
，

そ
こ

に
配

属
し

，
東

南
ア

ジ
ア

，
欧

州
で

の
営

業
が

出
来

れ
ば

，
そ

ん
な

人
材

の
増

強
を

と
考

え
て

い
る

。
こ

の
大

学
院

の

 ①
製

造
業

 
②

繊
維

土
木

資
材

の
製

造
販

売

他
 

③
ド

イ
ツ
，

ベ
ト

ナ
ム
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海
外
研
修
で
経
験
を
積
ま
せ
，
元
商
社
マ
ン
が
海
外
営
業
を
し
て
い
る
の
で
，
そ
こ
に
同
行
さ
せ
て
育
て
て
い
く
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 
1
3
 

 企
業

13
 

（
5
/
2
3
）
 

・
こ

の
大

学
院

は
，

将
来

の
幹

部
候

補
生

の
育

成
と

言
う

こ
と

で
は

必
要

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

だ
と

考
え

る
。

科
目

と
し

て
必

要
な

の
は

，
ア

カ
ウ

ン
テ

ィ
ン

グ
，

財
務

，
統

計
学

が
入

る
と

す
ご

く
良

い
。

北
米

や
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

で
事

業
展

開
し

て
お

り
，

エ
ン

ジ
ニ

ア
育

成
や

経
営

幹
部

候

補
生

と
し

て
海

外
に

送
る

こ
と

は
あ

る
。

派
遣

す
る

の
で

あ
れ

ば
，

仕
事

を
離

れ
て

専
念

さ
せ

た
い

。
中

途
半

端
に

は
出

さ
せ

な
い

。
学

費

は
企
業
か
ら
見
た
ら
負
担
に
な
ら
な
い
。
 

・
当

社
で

は
，

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

の
能

力
が

あ
る

程
度

あ
っ

て
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

と
な

る
。

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

，
工

学
部

の
学

生
こ

そ
や

る
べ

き
で

あ
る

。
海

外
経

験
は

自
社

で
や

れ
れ

ば
い

い
が

，
大

学
院

で
の

高
度

な
経

営
・

国
際

実
務

研
修

は
良

い
。

ま
た

，
総

合
商

社
の

中

で
の

実
務

経
験

は
あ

る
と

有
り

難
い

。
ユ

ネ
ス

コ
で

の
雑

用
は

雑
用

で
な

く
，

語
学

力
も

ア
ッ

プ
し

な
い

と
い

け
な

い
。

そ
の

た
め

に
は

，

仕
事
を
し
な
が
ら
は
無
理
で
あ
る
。
 

（
1
0
/
1
7
）
 

・
当

社
は
，
県
内
で
も
景
気
変
動
の
影
響
を
一
番
大
き
く
受
け
る
企
業
で
，
繁
忙
期
は
派
遣
で
き
な
い
が
，
閑
散
期
は
派
遣
で
き
る
。
 

・
海

外
に

も
進

出
し

て
お

り
，

こ
の

構
想

に
賛

同
で

，
社

員
を

派
遣

し
た

い
。

今
は

繁
忙

期
が

続
い

て
い

る
が

，
来

年
，

世
界

的
に

も
設

備
投

資
が

落
ち

着
く

見
込

み
な

の
で

，
2
0
2
0
年

度
な

ら
派

遣
出

来
る

と
思

う
。

 

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
系

の
人

材
育

成
は

社
内

よ
り

外
に

出
し

た
方

が
良

い
と

考
え

て
い

る
。

外
部

で
経

験
を

積
ん

だ
方

が
，

シ
ナ

ジ
ー

効
果

が
生

ま
れ

る
，

追
い

詰
め

ら
れ

な
い

と
役

に
立

た
な

い
。

派
遣

す
る

に
し

て
も

，
予

定
を

決
め

て
勉

強
し

て
お

け
と

い
う

感
じ

で
，

準
備

し
て

お

い
て
な
ら
出
せ
る
が
，
資
質
が
あ
る
か
判
断
す
る
の
が
大
変
で
あ
る
。
 

・
専
門
領
域
を
ベ
ー
ス
に
時
間
を
か
け
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
重
ね
て
行
く
必
要
が
あ
り
，
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
ス
ト
レ
ス
耐
性
が
必
要
で
あ
る
。

・
派
遣
す
る
場
合
，
３
年
に
１
人
出
し
，
当
面
は
２
人
ぐ
ら
い
か
。
最
初
が

2
0
2
1
年
な
ら
次
は

2
0
2
4
年
と
い
う
具
合
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 

 ①
製

造
業

 
②

工
作

機
械

の
製

造
，

販
売

他
 

③
台

湾
，

中
国

，
イ

ギ
リ

ス
，

ド
イ

ツ
，
ア

メ
リ

カ
，

 
カ

ナ
ダ

ﾞ 

1
4
 

 企
業

14
 

（
7
/
2
4
，
2
5）

 

・
こ

れ
ま

で
に

県
大

の
ビ

ジ
ネ

ス
ス

ク
ー

ル
に

１
名

派
遣

し
，

中
小

企
業

大
学

校
の

平
成

塾
に

も
通

わ
せ

て
い

る
。

平
成

塾
な

ど
で

は
，

ヒ
ン

ト
を
得
た
り
，
そ
こ
で
出
会
っ
た
人
達
と
の
人
間
関
係
も
有
り
難
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
 

・
大

学
院

へ
の

派
遣

に
は

，
会

社
で

の
周

り
・

チ
ー

ム
で

の
支

援
が

必
要

で
あ

り
，

ま
た

，
希

望
者

が
居

る
か

ど
う

か
も

あ
る

。
派

遣
す

る
に

し
て

も
，

１
名

で
は

不
十

分
で

，
ベ

ク
ト

ル
を

合
わ

せ
る

た
め

，
部

門
長

ク
ラ

ス
に

な
る

人
材

に
は

全
員

行
っ

て
貰

い
た

い
と

考
え

る
。

従

業
員

に
は

，
開

発
，

営
業

，
製

造
の

各
部

門
を

経
験

さ
せ

る
が

，
こ

の
中

に
大

学
院

を
修

了
し

た
人

間
も

居
て

く
れ

れ
ば

と
思

う
，

ト
ッ

プ

に
確
認
し
た
上
で
回
答
す
る
。
 

・
社

長
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
，

こ
の

大
学

院
に

賛
同

と
の

こ
と

で
あ

り
，

ま
ず

は
，

社
長

の
子

息
を

４
，

５
年

以
内

に
こ

の
大

学
院

に
入

学
さ

せ
た
い
。
ま
た
，
開
学
決
定
後
は
，
2
0
2
0
年
開
学
に
向
け
て
子
息
以
外
の
社
員
派
遣
に
つ
い
て
も
，
別
途
検
討
し
た
い
。
 

（
1
0
/
2
3
）
 

・
本

構
想
の
内
容
に
関
し
，
海
外
研
修
の
形
態
，
入
学
試
験
内
容
，
派
遣
す
る
年
齢
層
等
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
が
あ
っ
た
。
社
員
の
派
遣
に

つ
い

て
，

出
す

と
な

れ
ば

他
の

院
生

の
年

齢
に

合
わ

せ
る

必
要

も
あ

り
，

3
0
歳

代
で

，
本

社
勤

務
か

工
場

勤
務

の
者

に
な

る
と

思
う

。
派

遣

に
際
し
て
は
，
数
年
先
を
見
越
し
，
候
補
者
を
決
め
て
段
取
り
を
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
，
見
込
み
通
り
に
い
け
ば
，
派
遣
し
た
い
。
 

 

 ①
製

造
業

 
②

事
業

所
用

品
及

び
家

庭
用

ス

チ
ー

ル
製

品
の

製
造

，
販

売

他
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1
5
 

 企
業

15
 

（
7
/
2
5
）
 

・
４

年
前

ま
で

ロ
シ

ア
の

事
業

所
で

７
年

間
勤

務
し

て
い

た
。

当
時

上
手

く
い

か
ず

，
今

は
撤

退
し

た
が

，
社

長
，

専
務

と
も

に
海

外
で

の
ビ

ジ
ネ
ス
に
は
思
い
入
れ
が
あ
り
，
こ
の
大
学
院
に
つ
い
て
は
と
て
も
興
味
が
あ
る
。
 

・
日

常
会

話
程

度
の

英
語

を
喋

る
社

員
は

数
名

い
る

が
，

全
員

女
性

で
あ

る
。

女
性

は
結

婚
や

出
産

等
で

職
を

離
れ

る
人

も
い

て
，

出
来

れ
ば

長
く
働
い
て
く
れ
る
男
性
で
と
思
う
が
，
英
語
力
や
意
欲
で
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
人
が
い
る
か
ど
う
か
が
あ
る
。
 

・
現

在
，
弊
社
で
の
海
外
進
出
は
上
手
く
い
っ
て
お
ら
ず
，
実
現
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
学
べ
る
大
学
院
は
良
い
と
思
う
。
 

・
自

身
が
ロ
シ
ア
に
行
っ
た
時
，
事
前
に
こ
ん
な
学
び
が
出
来
れ
ば
全
然
違
っ
た
と
思
う
。
役
員
に
確
認
の
上
，
改
め
て
回
答
す
る
。
 

（
8
/
9
）
 

・
弊

社
の

専
務

に
本

件
を

説
明

し
た

と
こ

ろ
や

は
り

大
変

興
味

を
持

っ
た

。
具

体
的

に
い

つ
，

何
人

と
言

っ
た

こ
と

は
予

定
が

立
た

ず
，

約
束

で
き
な
い
が
，
趣
旨
に
は
賛
同
し
た
く
，
是
非
お
願
い
し
た
い
。
 

（
1
1
/
5
）
 

・
専

務
と

相
談

し
た

。
趣

旨
に

は
賛

同
で

き
る

。
具

体
的

に
は

，
現

在
，

海
外

中
期

計
画

を
作

成
し

て
い

る
が

，
そ

れ
も

含
め

，
派

遣
は

数
年

に
１
人
と
言
う
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。
経
費
的
に
，
大
学
院
の
授
業
料
は
，
１
年
間
で
研
修
に
使
う
費
用
に
相
当
す
る
と
思
う
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
住

宅
関

連
総

合
コ

ー
デ

ィ
ネ

イ
ト

 
 

1
6
 

 企
業

16
 

（
7
/
2
4
）
 

・
弊

社
は
複
数
の
海
外
拠
点
が
あ
り
，
こ
の
大
学
院
で
働
き
な
が
ら
学
べ
る
の
は
魅
力
的
で
あ
る
。
 

・
昨

年
か

ら
フ

ィ
リ

ピ
ン

で
の

社
内

語
学

研
修

を
復

活
し

て
い

る
が

，
商

社
で

は
海

外
で

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

が
と

て
も

重
要

で
あ

り
，

将
来

の
幹

部
候

補
生

に
，

こ
の

よ
う

な
大

学
院

で
の

学
び

は
必

要
だ

と
思

っ
て

い
る

。
親

会
社

で
は

，
社

員
の

最
低

ス
キ

ル
と

し
て

三
カ

国
語

を

話
せ
る
こ
と
が
必
要
と
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
出
来
る
よ
う
に
，
こ
の
大
学
院
で
力
が
つ
け
ば
良
い
と
思
う
。
 

・
M
B
A
は
や
っ
て
お
ら
ず
，
そ
の
理
由
は
，
実
地
に
強
い
会
社
な
の
で
，
日
々
の
業
務
に
直
結
し
な
い
と
，
社
内
で
賛
同
が
得
ら
れ
ず
，
は
っ
き

り
効
果
が
出
る
も
の
に
投
資
を
し
よ
う
と
言
う
考
え
方
に
な
っ
て
い
る
。
 

・
福

井
は

人
手

不
足

で
，

こ
の

よ
う

な
形

で
安

定
的

な
人

材
確

保
に

も
繋

が
れ

ば
良

い
と

思
う

。
商

社
で

は
，

リ
ス

ク
の

あ
る

所
で

活
躍

出
来

る
人

材
の

育
成

，
要

は
，

条
件

の
悪

い
所

で
切

り
盛

り
し

て
い

け
る

人
材

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
ユ

ニ
ー

ク
な

ト
ラ

イ
，

大

学
院
構
想
に
つ
い
て
期
待
し
た
い
。
 

・
積

極
的
に
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
将
来
の
幹
部
候
補
と
な
る
優
秀
な
人
材
で
意
欲
が
あ
る
者
の
派
遣
を
是
非
検
討
し
た
い
。
 

（
1
0
/
2
9
）
 

・
学

ぶ
意
欲
の
あ
る
社
員
が
い
る
か
，
ま
た
，
現
場
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
も
含
め
，
社
内
で
更
に
検
討
さ
せ
て
欲
し
い
。
弊
社
社
員
の

7
割

は
福
井
に
お
り
，
海
外
現
地
駐
在
員
は

1
3
名
と
現
地
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。
駐
在
員
は
育
っ
て
な
く
，
商
社
だ
が
，
社
員
の
語
学
力
は
低
い
。

・
費

用
に
つ
い
て
は
，
会
社
が
指
名
す
る
形
な
ら
会
社
負
担
，
社
員
が
手
を
上
げ
る
方
法
な
ら
半
々
と
言
う
考
え
方
も
あ
る
。
 

（
H
3
1
.
2
/
8
）
 

・
幹
部
候
補
生
１
，
２
名
を
，
将
来
，
こ
の
大
学
院
に
出
し
た
い
と
の
構
想
を
持
っ
て
い
る
。
視
野
を
広
げ
，
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
想
を
持
て
ば
，

更
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
と
期
待
し
て
い
る
。
 

 

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
化

学
品

・
電

子
材

料
等

の
販

売
お

よ
び
輸

出
入

 

③
シ

ン
ガ
ポ

ー
ル

，
タ

イ
，

 
香

港
，

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

，
 

フ
ィ

リ
ピ
ン

 

1
7
 

 企
業

17
 

（
5
/
1
2
）
 

・
社

長
か
ら
，
改
め
て
本
社
の
担
当
役
員
に
説
明
に
来
る
よ
う
連
絡
あ
り
。
 

（
5
/
1
7
）
 

・
今

後
，
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
検
討
し
て
行
く
必
要
性
が
あ
り
，
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
の
展
開
の
た
め
に
外
国
人
８
名
も
採
用
し
た
。
 

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
ド

ラ
ッ
グ

ス
ト

ア
事

業
等

 
③

中
国

，
上

海
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・
企
業
の
成
長
に
は
，
お
金
・
物
件
・
人
の
成
長
は
不
可
欠
で
あ
っ
て
，
企
業
の
外
で
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
，
2
0
0
9
年
か
ら
国
内
の

M
B
A

に
，
仕
事
を
休
ま
せ
て
社
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
 

・
こ
の
大
学
院
修
了
後
の
関
わ
り
は
ど
う
な
る
の
か
，
M
B
A
を
修
了
し
た
社
員
は
餓
え
て
お
り
，
継
続
的
に
学
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
。
 

（
1
0
/
2
5
）
 

・
弊

社
の

将
来

計
画

と
し

て
は

，
現

時
点

で
，

海
外

展
開

は
な

い
が

，
毎

年
１

，
２

名
を

，
将

来
の

幹
部

候
補

生
と

し
て

派
遣

し
た

い
と

考
え

て
い
る
。
年
齢
で
い
う
と

3
5
歳
以
上
を
想
定
し
て
お
り
，
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
１
，
２
名
，
重
な
っ
た
形
で
の
派
遣
を
予
定
し
て
い
る
。
 

・
派

遣
す
る
社
員
を
今
か
ら
仕
込
ん
で
行
き
た
い
。
教
育
内
容
は
，
企
業
に
入
っ
て
か
ら
の
学
び
と
し
て
は
，
こ
れ
で
十
分
だ
と
思
う
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 
1
8
 

 企
業

18
 

（
7
/
2
4
）
 

・
食

に
関

わ
る

仕
事

で
あ

り
，

人
口

減
少

は
事

業
に

響
い

て
く

る
こ

と
か

ら
，

海
外

に
も

目
を

向
け

て
い

る
。

正
社

員
，

パ
ー

ト
を

入
れ

て
も

2
0
名

の
小

さ
な

会
社

で
あ

り
，

派
遣

す
る

に
し

て
も

，
経

費
負

担
，

勤
務

体
系

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

し
か

し
，

こ
の

大
学

院
の

こ
と

を

社
員
に
説
明
し
た
ら
，
２
人
は
行
き
た
い
と
言
う
と
思
う
，
 

・
出

す
な
ら

2
0
2
0
年
４
月
か
ら
出
し
た
い
。
年
齢
的
に
も

3
0
歳
前
で
ち
ょ
う
ど
良
い
と
思
う
。
居
な
い
間
の
人
員
配
置
を
ど
う
考
え
る
か
が

問
題
で
は
あ
る
。
 

（
1
0
/
2
3
）
 

・
大

学
院
に
派
遣
す
る
な
ら
最
初
か
ら
派
遣
す
る
。
後
は
，
そ
の
成
果
を
み
て
次
を
派
遣
す
る
か
ど
う
か
決
め
た
い
。
 

・
商

売
上

，
海
外
を
少
し
意
識
す
る
必
要
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
前
回
訪
問
の
あ
っ
た
後
，
社
員
に
話
を
し
た
と
こ
ろ
，
本
人
は
や
る
気
満
々

で
あ

っ
た

。
大

学
院

に
興

味
を

持
っ

て
い

る
社

員
は

，
今

，
香

港
の

県
の

商
談

会
に

行
っ

て
い

る
。

店
の

名
前

を
知

っ
て

貰
っ

て
，

取
引

に

繋
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
 

・
海

外
研

修
先

で
ビ

ジ
ネ

ス
に

繋
が

る
こ

と
が

あ
れ

ば
良

い
。

研
修

先
で

関
係

者
と

知
り

合
う

こ
と

が
出

来
る

と
か

。
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
，
現
地
の
市
場
調
査
が
あ
る
と
良
い
が
，
な
い
か
ら
ダ
メ
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
社
員
教
育
の
面
で
海
外
研
修
は
良
い
と
考
え
て
い
る
。

・
海

外
の

売
り

上
げ

を
伸

ば
し

た
い

思
い

が
あ

り
，

地
域

資
源

活
用

事
業

（
ミ

ラ
サ

ポ
）

へ
の

申
請

を
考

え
て

い
る

。
輸

出
以

外
に

観
光

事
業

も
考
え
た
い
。
 

・
社

員
教

育
に

は
お

金
を

か
け

て
い

る
。

担
当

者
が

忙
し

く
て

県
の

研
修

を
休

も
う

か
と

言
っ

て
い

た
の

で
，

今
日

は
店

を
臨

時
休

業
に

し
て

行
か
せ
て
い
る
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
食

品
製
造

販
売

 
 

1
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（
7
/
2
4
）
 

・
自

分
は
学
び
直
し
の
気
持
ち
が
強
く
，
色
々
と
試
み
た
が
，
福
井
に
こ
の
よ
う
な
大
学
院
が
準
備
さ
れ
る
こ
と
は
幸
せ
だ
と
思
う
。
 

・
地

方
に

お
い

て
勝

ち
残

る
た

め
，

学
び

と
の

繋
が

り
を

求
め

て
行

く
必

要
が

あ
る

が
，

こ
こ

で
な

い
と

学
べ

な
い

と
言

う
一

点
，

尖
ら

せ
る

部
分
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
専
門
職
大
学
院
で
な
い
と
駄
目
だ
と
言
う
点
が
，
ま
だ
よ
く
見
え
な
い
。
 

・
大

学
院

に
送

る
場

合
，

送
り

出
す

人
材

に
何

を
求

め
る

の
か

，
大

学
院

で
学

び
自

分
の

可
能

性
が

見
え

た
時

に
会

社
に

戻
っ

て
来

る
か

と
の

懸
念

は
あ

る
。

し
か

し
，

平
常

時
に

限
界

を
感

じ
る

こ
と

が
あ

り
，

こ
の

よ
う

な
場

は
魅

力
が

あ
る

。
候

補
者

を
考

え
た

場
合

，
4
0
歳

代
な

ら
２
名
ぐ
ら
い
い
る
。
海
外
の
学
生
と
日
本
の
学
生
の
志
向
は
異
な
り
，
国
に
よ
り
違
い
や
差
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

  

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
野

菜
等
品

種
開

発
，
農

業
用
資

材
販

売
他
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（
5
/
7
）
 

・
今

年
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
予
定
だ
が
，
社
員
か
ら
手
が
上
が
ら
ず
，
拠
点
構
築
担
当
者
を
外
部

か
ら
雇
用
し
た
。
業
績
好
調
で
忙
し
く

，

社
員
教
育
の
余
裕
が
な
い
。
 

（
8
/
8
）
 

・
現

在
，

東
南

ア
ジ

ア
で

事
務

所
を

立
ち

上
げ

つ
つ

あ
り

，
経

済
特

区
の

申
請

も
し

て
い

る
。

ま
た

，
現

地
人

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
受

入
を

し
て

お
り

，
上

手
く

行
け

ば
，

自
社

に
就

職
し

て
く

れ
れ

ば
と

思
っ

て
い

る
。

今
回

の
立

ち
上

げ
に

は
，

海
外

勤
務

経
験

者
を

採
用

し
，

向

こ
う

に
送

る
予

定
を

し
て

い
る

が
，

社
内

で
そ

ん
な

人
材

を
育

て
ら

れ
る

に
越

し
た

こ
と

は
な

い
。

大
学

院
に

入
る

に
は

，
試

験
が

あ
る

の

だ
ろ

う
が

，
こ

の
大

学
院

を
使

っ
て

人
材

育
成

が
出

来
る

な
ら

，
会

社
の

方
針

に
ぴ

っ
た

り
で

あ
る

。
こ

の
構

想
は

，
う

ち
の

会
社

に
マ

ッ

チ
し
て
お
り
，
後
２
，
３
年
も
経
つ
と
会
社
に
も
余
裕
が
出
来
，
１
，
２
名
は
派
遣
で
き
る
と
思
う
。
 

・
出

来
れ
ば
，
こ
の
大
学
院
に
参
加
さ
せ
て
貰
え
る
と
非
常
に
有
り
が
た
い
。
何
人
か
候
補
を
挙
げ
検
討
し
た
い
。
 

 

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
電

子
計
測

機
器

等
の

販
売

他
 

③
フ

ィ
リ
ピ

ン
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（
7
/
1
9
）
 

・
弊

社
は

全
国

展
開

し
て

お
り

，
福

井
だ

け
を

対
象

に
こ

の
よ

う
な

大
学

院
教

育
は

難
し

い
と

も
思

う
が

，
上

司
に

も
相

談
の

上
，

改
め

て
回

答
し
た
い
。
 

（
8
/
1
）
 

・
最

初
に
入
学
に
要
す
る
費
用
の
確
認
が
あ
っ
た
。
 

・
会

社
で

の
人

材
育

成
の

悩
み

に
つ

い
て

，
日

本
人

は
欧

米
に

行
っ

た
ら

，
外

国
人

に
太

刀
打

ち
で

き
ず

，
溝

を
あ

け
ら

れ
て

い
る

。
語

学
力

と
，

新
し

い
考

え
方

で
の

ビ
ジ

ネ
ス

に
関

し
，

大
き

な
差

が
あ

る
。

ビ
ジ

ネ
ス

で
は

相
手

を
打

ち
負

か
さ

な
い

と
な

ら
ず

，
そ

ん
な

日
本

人

が
育
て
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
。
 

・
こ

の
大

学
院

構
想

は
素

晴
ら

し
い

と
思

う
，

欲
を

言
え

ば
，

人
が

や
れ

な
い

こ
と

を
先

導
し

て
や

れ
る

力
，

思
考

を
持

っ
た

人
材

を
こ

こ
で

育
成
し
て
欲
し
い
。
人
が
考
え
て
い
な
い
も
の
を
何
が
な
ん
で
も
や
る
と
い
う
人
間
を
ど
う
育
て
て
行
っ
た
ら
良
い
の
か
と
考
え
て
い
る
。

・
今

後
は

，
今

の
事

業
で

国
内

で
競

争
に

打
ち

勝
つ

か
，

海
外

で
ビ

ジ
ネ

ス
を

展
開

す
る

か
，

国
内

で
新

ビ
ジ

ネ
ス

を
育

成
す

る
し

か
な

い
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
力
，
論
理
性
，
新
し
い
考
え
方
が
必
要
で
あ
り
，
ユ
ネ
ス
コ
，
J
I
C
A
研
修
の
効
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
思
案
し
て
い
た
。

・
こ

の
大
学
院
に
誰
か
是
非
行
か
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
，
前
向
き
に
検
討
す
る
。
 

（
1
0
/
5
）
 

・
日

本
は

物
を

作
る

，
技

術
的

な
も

の
を

作
る

こ
と

は
得

手
だ

が
，

財
務

を
分

析
す

る
，

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
力

で
海

外
に

売
り

込
め

る
能

力
は

す
ご

く
劣

る
。

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
力

，
企

画
力

が
外

国
に

比
べ

劣
っ

て
い

る
。

こ
こ

を
徹

底
的

に
鍛

え
る

必
要

が
あ

る
。

物
の

優
位

性
，

付

加
価
値
を
付
け
て
ど
の
よ
う
に
企
画
し
て
い
く
か
，
今
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
重
要
で
あ
り
，
こ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
貰
い
た
い
。

・
日

本
は
，
物
は
良
い
の
で
，
後
は
売
り
方
を
考
え
る
こ
と
。
そ
こ
で
企
画
力
，
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
が
重
要
に
な
る
。
答
え
が
な
い
と
こ
ろ

か
ら
作
り
上
げ
て
い
く
力
が
大
事
で
あ
る
。

 

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
建
設
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
I
T
他
 

③
シ

ン
ガ
ポ

ー
ル
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（
7
/
2
6
）
 

・
地

元
に

居
て

も
国

際
性

は
必

要
で

あ
り

，
機

会
が

あ
れ

ば
社

員
を

海
外

に
出

し
た

い
と

思
う

。
現

在
，

フ
ィ

リ
ピ

ン
，

マ
レ

ー
シ

ア
，

ベ
ト

ナ
ム
等
に
輸
出
し
，
ア
メ
リ
カ
に
は
買
い
付
け
に
行
っ
て
お
り
，
海
外
と
の
接
触
は
増
え
て
い
る
。
 

・
現

在
，

英
語

の
研

修
は

や
っ

て
い

る
が

，
こ

の
大

学
院

を
通

じ
，

海
外

で
学

ん
で

来
る

と
，

一
層

能
力

を
発

揮
で

き
る

と
思

う
。

今
後

，
韓

国
や

台
湾

へ
の

輸
出

も
増

え
る

見
込

み
で

，
こ

の
よ

う
な

人
材

育
成

を
も

っ
と

大
学

で
や

る
べ

き
で

あ
り

，
積

極
的

に
賛

成
す

る
。

自
分

の

孫
達
も
送
り
出
し
た
い
。
 

・
現

在
の

事
業

内
容

は
，

コ
ー

テ
ィ

ン
グ

，
商

社
，

も
の

づ
く

り
で

，
他

に
真

似
の

出
来

な
い

物
を

作
る

の
が

ポ
イ

ン
ト

で
，

自
分

達
に

も
技

術
力
や
交
渉
力
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
人
間
は
切
羽
詰
ま
ら
な
い
と
成
長
で
き
な
い
。
 

・
こ

の
大
学
院
の
正
式
設
置
が
決
ま
れ
ば
，
具
体
の
派
遣
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
加

工
，

樹
脂

加
工

他
 

③
フ

ィ
リ
ピ

ン
，
マ

レ
ー

シ
ア
，

ベ
ト

ナ
ム
，

タ
イ

に
輸

出
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（
8
/
2
2
）
 

・
最

初
に
，
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
確
認
が
あ
っ
た
。
 

・
弊
社
で
は
人
材
育
成
委
員
会
を

1
0
年
前
か
ら
置
き
，
学
習
を
進
め
て
来
て
い
る
，
こ
の
た
め
，
3
0
代
の
役
職
者
も
お
り
，
こ
の
大
学
院
構
想

は
，
そ
の
委
員
会
で
検
討
す
る
の
が
合
理
的
と
考
え
る
が
，
入
学
者
選
抜
に
耐
え
ら
れ
る
か
不
安
を
感
じ
る
。
 

・
弊
社
の

I
T
拠
点
は
東
京
で
，
従
業
員

4
0
0
名
を
越
え
る
中
，
そ
の
６
，
７
割
は
東
京
で
勤
務
し
て
い
る
が
，
こ
の
大
学
院
は
福
井
勤
務
者
に

限
定

さ
れ

る
。

大
学

院
に

通
え

る
人

間
が

何
人

い
る

か
の

把
握

や
，

委
員

会
で

の
準

備
が

必
要

で
，

社
員

の
希

望
や

費
用

に
つ

い
て

も
確

認

す
る
必
要
が
あ
る
が
，
弊
社
に
は
意
欲
の
高
い
社
員
が
多
い
。
 

・
将

来
の

会
社

の
見

通
し

に
関

し
，

中
国

の
下

請
け

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と

懸
念

し
て

お
り

，
現

時
点

で
は

，
国

際
化

へ
の

早
急

な
対

応
は

必
要

で
は

な
い

が
，

中
国

で
の

生
産

は
単

価
が

高
く

，
一

方
，

既
に

中
国

企
業

の
下

請
け

を
し

て
い

る
企

業
も

東
京

に
は

あ
る

よ
う

な
状

況

で
あ
る
た
め
，
今
後
，
中
国
，
韓
国
の
留
学
生
３
名
を
受
入
れ
予
定
で
あ
る
。
 

・
大

学
か

ら
は

情
報

系
の

学
生

が
入

社
し

て
く

る
が

，
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

部
分

が
必

要
に

な
っ

て
来

て
お

り
，

こ
の

大
学

院
は

幹
部

社
員

が
対

象
に
な
り
，
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
考
え
る
こ
と
の
出
来
る
人
材
育
成
が
出
来
れ
ば
と
思
う
。
 

・
弊

社
事

業
は

，
ゼ

ロ
か

ら
シ

ス
テ

ム
を

作
る

仕
事

で
，

業
務

上
，

外
国

人
と

の
関

わ
り

も
あ

る
も

の
の

，
専

門
用

語
も

あ
っ

て
，

日
本

語
で

用
が
足
り
て
い
る
が
，
将
来
的
に
，
中
国
の
下
請
け
も
考
え
る
と
，
中
国
語
の
学
び
も
必
要
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
大
学
院
構
想
は
面
白
く

，

自
身

も
学

び
直

し
が

出
来

た
ら

と
思

う
。

実
際

に
派

遣
す

る
際

に
は

，
大

学
院

へ
通

う
こ

と
が

出
来

る
よ

う
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

グ
ル

ー
プ

に

入
れ
る
よ
う
な
配
慮
を
し
た
い
と
思
う
。
 

・
A
I
，

I
o
T
は

日
進

月
歩

で
，

将
来

，
中

国
の

下
請

け
に

は
な

り
た

く
な

く
，

そ
の

た
め

に
は

，
A
I
と

か
の

狭
い

分
野

に
限

定
さ

れ
る

の
で

は

な
く
，
広
い
:
視
野
を
持
っ
た
人
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
，
専
門
技
術
は
既
に
持
っ
て
い
る
の
で
，
明
る
く
広
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
発
想

出
来

る
こ

と
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
自

社
で

は
，

文
系

学
生

も
採

用
し

て
お

り
，

文
系

学
生

は
発

想
力

を
持

っ
て

い
る

の
で

，
面

白
く

，

数
年

経
過

す
る

と
文

系
学

生
の

方
が

伸
び

て
い

る
。

そ
ん

な
人

材
が

こ
の

大
学

院
で

育
て

ば
，

会
社

も
強

く
な

り
，

福
井

発
で

強
い

ビ
ジ

ネ

ス
モ
デ
ル
を
作
れ
る
と
思
う
。
 

・
こ
の
構
想
に
賛
同
す
る
，
５
年
以
内
に
社
員
も
大
幅
に
増
員
す
る
計
画
で
あ
り
，
2
0
2
0
年
度
か
ら
年
１
名
ず
つ
は
派
遣
し
た
い
。
当
社
で
は

，

S
U
I
C
A
や

I
C
O
C
A
の
チ
ッ
プ
を
作
成
し
，
シ
ェ
ア
は
全
国
２
位
，
こ
の
更
な
る
活
用
方
法
を
多
面
的
な
視
野
で
見
て
貰
え
る
人
材
が
，
今
後
，

必
要
で
あ
る
。
 

（
1
0
/
2
6
）
 

・
希

望
者
が
い
れ
ば
毎
年
１
名
派
遣
す
る
。
今
後
，
具
体
的
に
相
談
し
た
い
が
，
派
遣
に
向
け
，
社
内
の
体
制
整
備
が
必
要
に
な
る
。
ま
ず
，

社
員
か
ら
手
を
挙
げ
て
貰
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
，
ど
の
程
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
持
っ
た
方
が
い
い
の
か
。

・
来

春
，
留
学
生
を
３
人
採
用
す
る
，
将
来
的
に
は
中
国
の
傘
下
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
，
今
は
，
中
国
か
ら
留
学
生
が
来
て
い
る
が
，
そ

の
内
に
来
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
全
国
的
に
も
留
学
生
は
増
え
て
お
り
，
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 

 ①
情

報
通
信

 
②

各
種

シ
ス

テ
ム

導
入

の
コ

ン

サ
ル

タ
ン

ト
，

各
種

パ
ッ

ケ
ー

ジ
シ
ス

テ
ム

の
開

発
他

 
 

2
4
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（
7
/
1
9
）
 

・
弊
社
社
員
の

8
0
％
が
技
術
職
で
，
情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
喜
び
を
感
じ
る
者
の
集
ま
り
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
分
社
化
し
３
社
体
制
で
，

デ
ン

マ
ー

ク
の

レ
ゴ

と
の

取
引

や
教

育
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
に

も
関

わ
っ

て
い

る
。

本
体

は
技

術
家

集
団

で
あ

る
が

，
新

し
い

ビ
ジ

ネ
ス

の
立

ち

上
げ

を
検

討
中

で
，

そ
れ

に
は

海
外

も
視

野
に

入
っ

て
お

り
，

そ
れ

に
携

わ
る

社
員

に
海

外
の

こ
と

を
身

に
付

け
さ

せ
た

い
と

の
思

い
が

あ

る
。
身
近
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
学
べ
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は
，
社
会
人
に
と
っ
て
良
い
こ
と
で
あ
る
。
 

・
今

は
7
0
代

ま
で

働
く

時
代

で
あ

り
，

大
学

院
へ

派
遣

す
る

社
員

は
5
0
代

も
考

え
ら

れ
，

第
２

の
人

生
に

向
け

て
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
を

目

的
に
派
遣
し
，
再
就
職
を
支
援
で
き
る
の
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
 

 ①
情

報
通
信

 
②

情
報

シ
ス

テ
ム

開
発

・
構

築

他
 

③
デ

ン
マ
ー

ク
と

取
引
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・
学

ぶ
こ
と
が
好
き
な
社
員
が
多
く
，
こ
の
よ
う
な
学
び
の
場
が
出
来
る
こ
と
は
良
い
。
東
京
に
は
学
ぶ
機
会
も
多
い
が
，
地
方
は
少
な
く
，

福
井
に
こ
の
よ
う
な
大
学
院
が
出
来
る
こ
と
は
良
い
と
思
う
。
働
き
方
改
革
の
一
環
に
も
な
る
。
 

（
1
0
/
2
2
）
 

・
授
業
形
態
，
開
講
曜
日
，
受
講
間
隔
，
休
学
の
可
否
，
海
外
研
修
の
翌
年
実
習
の
可
否
，
大
学
院
派
遣
の
年
代
層
に
つ
い
て
確
認
が
あ
っ
た
。

・
2
0
2
0
年

４
月

に
向

け
，

一
人

で
も

出
せ

る
よ

う
，

社
内

で
検

討
し

た
い

。
 

（
1
1
/
1
5
）
 

・
本

構
想
は
弊
社
の
社
長
に
も
説
明
し
，
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
確
認
済
み
で
あ
る
。
具
体
的
な
日
程
，
費
用
な
ど
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

社
内
で
の
推
薦
・
募
集
，
ま
た
費
用
の
補
助
の
在
り
方
等
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
勉
強
が
好
き
な
社
員
は
沢
山
い
る
の
で
，
派
遣

出
来
る
と
考
え
て
い
る
。
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（
8
/
3
）
 

・
冒

頭
に
，
費
用
及
び
入
学
資
格
に
つ
い
て
確
認
が
あ
っ
た
。
 

・
大

学
院

派
遣

に
関

し
，

こ
の

会
社

の
後

継
者

と
し

て
，

2
0
2
5
年

度
に

１
人

派
遣

し
た

い
。

ま
た

，
社

員
の

中
で

も
，

有
望

な
者

の
派

遣
も

，

本
人

に
意

欲
が

あ
れ

ば
，

別
に

検
討

し
た

い
。

費
用

に
つ

い
て

も
，

教
育

費
と

し
て

は
問

題
な

い
額

だ
と

思
う

。
こ

の
よ

う
な

大
学

院
で

学

ぶ
こ
と
は
，
中
小
企
業
で
も
必
要
だ
と
思
う
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 

 ①
情

報
通
信

 
②

パ
ッ

ケ
ー

ジ
ソ

フ
ト

の
開

発
・

販
売
他

 

2
6
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（
8
/
1
）
 

・
過

去
に

県
立

大
学

か
ら

も
院

生
派

遣
の

話
が

あ
っ

た
が

，
出

さ
な

か
っ

た
。

会
社

全
体

と
し

て
，

大
学

院
に

社
員

を
派

遣
す

る
こ

と
に

理
解

を
得
ら
れ
る
か
，
ま
た
，
大
学
院
修
了
後
，
何
を
さ
せ
る
か
と
な
る
。
 

・
派
遣
す
る
社
員
に
つ
い
て
，
一
番
は
私
（
副
社
長
）
だ
が
，
２
年
後
に
は
代
替
わ
り
す
る
。
そ
の
時
に
会
社
を
空
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

・
弊

社
は

建
材

を
扱

っ
て

い
る

が
，

海
外

展
開

に
全

く
関

係
な

い
訳

で
は

な
く

，
四

国
の

企
業

で
海

外
に

進
出

し
て

い
る

と
こ

ろ
も

あ
る

。
今

後
10

年
位
は
，
ロ
ー
カ
ル
で
や
っ
て
い
け
る
が
，
そ
の
後
ど
う
す
る
か
が
あ
る
。
こ
の
大
学
院
設

置
の
趣
旨
は
良
く
理
解
出
来
る
，
会
社

の

長
期

的
戦

略
の

中
で

，
将

来
の

幹
部

候
補

生
の

育
成

の
た

め
数

年
に

１
人

派
遣

す
る

こ
と

は
検

討
で

き
る

。
ま

た
，

院
生

同
士

の
繋

が
り

が

で
き
る
こ
と
は
良
い
と
思
う
。
 

 

 ①
建

設
業

 
②

建
材

・
住

設
機

器
卸

他
 

2
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（
7
/
2
7
）
 

・
社

会
に

出
て

か
ら

，
特

に
日

本
人

は
学

ぶ
時

間
が

少
な

く
，

学
び

た
い

社
員

が
い

れ
ば

，
応

援
し

た
い

の
が

自
身

の
考

え
で

あ
る

。
現

状
で

も
，

技
術

系
の

学
び

は
県

内
で

，
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
系

の
学

び
は

東
京

や
大

阪
に

行
か

せ
て

い
る

。
幹

部
研

修
も

含
め

，
年

間
相

当
額

を
社

内

研
修
に
費
や
し
て
お
り
，
大
学
院
に
係
る
こ
の
程
度
の
費
用
負
担
は
問
題
な
い
。
 

・
人

材
確

保
が

国
内

で
は

な
か

な
か

困
難

で
，

既
に

ベ
ト

ナ
ム

人
１

人
を

採
用

し
，

今
後

も
採

用
予

定
で

あ
る

。
将

来
，

海
外

で
働

き
た

い
と

考
え

る
社

員
が

い
て

，
今

，
英

語
を

勉
強

し
て

お
り

，
会

社
が

支
援

し
て

い
る

。
社

員
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

応
援

し
た

く
，

そ
ん

な
中

，
今

回

の
大
学
院
構
想
に
非
常
に
興
味
を
持
っ
た
。
 

・
こ

の
大

学
院

で
働

き
な

が
ら

学
ぶ

こ
と

に
つ

い
て

，
本

人
の

頑
張

り
次

第
で

あ
る

が
，

会
社

と
し

て
，

協
力

出
来

る
こ

と
は

協
力

す
る

。
現

在
，
大
学
院
に
派
遣
出
来
る
よ
う
な
意
欲
の
あ
る
候
補
者
は
３
人
お
り
，
場
合
に
よ
っ
て
は
，
自
分

が
行
き
た
い
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ー
ダ

ー

の
育

成
は

必
要

で
あ

り
，

こ
の

ま
ま

で
は

日
本

人
学

生
は

外
国

人
留

学
生

と
の

競
争

に
負

け
る

と
思

う
の

で
，

こ
の

大
学

院
で

国
際

的
視

野

で
学
ん
で
貰
い
た
い
。
是
非
，
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
能
力
を
身
に
付
け
て
貰
い
た
い
。
 

 ①
建

設
業

 
②

法
面

保
護

工
事

，
一

般
土

木

工
事

 
 

- 61 -



・
公

共
事

業
の

世
界

に
い

る
と

，
営

業
は

受
注

の
こ

と
ば

か
り

考
え

て
し

ま
う

。
こ

れ
か

ら
先

，
A
I
と

外
国

人
の

流
入

で
，

日
本

人
の

働
く

場

所
が
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
，
地
元
の
大
学
で
こ
れ
を
や
っ
て
貰
え
る
の
は
有
り
難
い
。
是
非
実
現
し
て
欲
し
い
。
 

・
派

遣
候
補
は
４
人
だ
が
，
い
つ
，
ど
の
よ
う
に
派
遣
す
る
か
は
，
大
学
側
と
相
談
し
た
い
。
 

（
1
0
/
2
6
）
 

・（
入
学
資
格
に
つ
い
て
確
認
）
毎
年
１
人
で
も
２
人
で
も
出
し
た
い
。
候
補
と
考
え
て
い
る
者
３
名

と
も
が
行
き
た
い
と
言
っ
た
，
楽
し
み
で

あ
る
。
参
加
企
業
が
多
い
の
も
嬉
し
い
，
絶
対
に
良
い
経
験
に
な
る
と
思
う
。
 

・
今

の
時

代
，

人
間

力
，

価
値

を
形

成
し

て
い

か
な

い
と

ダ
メ

だ
と

思
う

，
世

の
中

の
課

題
に

対
し

て
何

が
出

来
る

か
。

建
設

業
だ

け
で

は
寂

し
く
，
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
て
な
い
と
，
福
井
県
は
置
い
て
行
か
れ
て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
せ
め
て
自
分
の
所
か
ら
始
め
た
い
。

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 
2
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（
7
/
3
0
）
 

・
将

来
的
に
は
海
外
展
開
を
考
え
て
い
る
，
こ
の
大
学
院
構
想
は
面
白
く
，
自
分
が
行
き
た
い
く
ら
い
で
あ
る
。
 

・
会

社
で
は
，
資
格
取
得
を
奨
励
し
，
取
れ
ば
手
当
を
支
給
し
て
お
り
，
社
員
は
退
社
時
間
後
に
努
力
し
，
そ
の
意
欲
は
高
い
。
 

・
海

外
実

地
研

修
場

所
は

ア
ジ

ア
だ

と
有

り
難

い
。

こ
の

機
械

は
台

湾
，

韓
国

に
広

が
っ

て
い

て
，

今
は

，
海

外
に

機
械

の
運

営
で

進
出

し
て

お
り

，
大

手
メ

ー
カ

ー
か

ら
は

，
機

械
販

売
と

メ
ン

テ
で

一
緒

に
進

出
し

て
く

れ
と

言
わ

れ
て

い
る

。
当

初
は

国
内

か
ら

機
械

を
持

っ
て

行

く
が
，
将
来
的
に
は
，
現
地
で
の
生
産
を
考
え
て
い
る
。
 

・
大

学
院
へ
の
派
遣
に
つ
い
て
は
喜
ん
で
協
力
さ
せ
て
貰
う
。
社
員
が
手
を
上
げ
て
く
れ
な
い
よ
う
な
時
に
は
，
推
薦
と
い
う
形
に
し
た
い
。

将
来
的
に
は
海
外
展
開
し
た
い
の
で
，
そ
れ
を
睨
ん
で
現
地
に
行
っ
て
く
れ
る
営
業
職
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
 

（
1
0
/
2
9
）
 

・
最

近
，

弊
社

シ
ス

テ
ム

へ
の

問
合

せ
多

く
，

既
に

海
外

に
進

出
し

て
い

る
こ

の
業

界
最

大
手

か
ら

は
，

一
緒

に
と

誘
わ

れ
て

い
る

が
，

足
元

を
固
め
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
海
外
展
開
は
，
将
来
を
見
据
え
て
社
員
を
大
学
院
に
派
遣
し
た
い
。
 

・
海

外
研

修
へ

の
要

望
に

つ
い

て
，

製
造

を
委

託
し

，
我

々
が

現
地

で
展

開
し

て
い

く
が

，
台

湾
や

ア
ジ

ア
が

中
心

に
な

る
と

思
う

。
そ

の
た

め
に

不
動

産
を

ど
う

借
り

て
，

広
げ

て
い

く
か

と
い

う
よ

う
な

実
地

の
研

修
が

出
来

る
と

良
い

。
将

来
，

海
外

展
開

す
る

た
め

に
，

台
湾

や

韓
国
で
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。
現
地
の
商
慣
習
が
学
べ
る
と
い
い
。
タ
イ
や
中
国
は
，
ま
だ
進
出
す
る
環
境
で
は
な
い
。

・
派
遣
す
る
社
員
に
つ
い
て
，
こ
う
い
っ
た
経
験
を
積
ま
せ
て
，
現
地
法
人
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
れ
ば
候
補
は

3
0
代
の
社
員
か
と
思
う
。

ま
ず
は
１
人
派
遣
し
，
そ
の
後
も
相
談
さ
せ
て
貰
い
た
い
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 

 ①
そ

の
他

 
②

駐
車

場
シ

ス
テ

ム
の

設
計

・

施
工

，
不
動

産
管

理
業

務
他

 

③
台

湾
，
韓

国
 

2
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（
7
/
2
4
）
 

・
中
国
に
製
造
拠
点
が
あ
る
が
，
撤

退
す
る
予
定
。
そ
れ
以
外
で
は
，
2
年
位
，
中
国
で
技
術
提
携
し
，
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
を
得
て
い
る
が
，
今

後
は
，
技
術
提
携
が
主
流
に
な
っ
て
い
く
と
思
う
。
 

・
MB
A
に

派
遣

す
る

必
要

は
な

い
。
企

業
に

と
っ

て
魅

力
の

あ
る

技
術

を
持

つ
こ

と
が

一
番

で
，
そ

れ
が

な
い

と
海

外
と

の
取

引
は

出
来

ず
，
今

後
，
海
外
と
の
取
引
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
 

・
社

員
の

採
用

は
技

術
職

が
中

心
で

，
事

務
系

の
採

用
は

し
て

い
な

い
。

こ
の

大
学

院
に

つ
い

て
は

，
人

材
養

成
の

実
績

を
見

て
，

派
遣

す
る

か
ど
う
か
検
討
し
た
い
が
，
中
小
企
業
に
と
っ
て
，
こ
の
よ
う
な
大
学
院
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
思
う
。
 

  

 ①
製

造
業

 
②

表
面

処
理

加
工

業
，

眼
鏡

の

販
売

 
③

中
国
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3
0
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（
7
/
2
7
）
 

・
2
0
2
0
年
９
月
ま
で
に
，
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
割
合
を

8
0
％
に
す
る
政
府
目
標
が
あ
る
。
弊
社
は
，
今
は
順
調
に
伸
び
て
い
る
が
，

先
が
見
え
て
お
り
，
海
外
進
出
を
考
え
て
い
る
。
 

・
従

業
員
は
，
製
造
部
門

4
0
0
名
，
開
発
部
門

1
0
0
名
，
管
理
・
営
業
部
門

1
5
0
名
で
あ
り
，
社
内
研
修
は
，
現
在
，
新
入
社
員
研
修
，
役
員

研
修
を
行
っ
て
お
り
，
階
層
別
研
修
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
海
外
進
出
を
考
え
る
上
で
，
語
学
力
が
豊
か
な
人
材
は
必
要
で
あ
り
，

こ
の
大
学
院
で
そ
の
よ
う
な
人
材
育
成
が
出
来
る
な
ら
考
え
て
み
た
い
。
た
だ
し
，
後
の
体
制
を
ど
う
考
え
る
か
の
課
題
は
あ
る
。
 

（
7
/
3
1
）
 

・
今

す
ぐ

に
と

い
う

訳
で

は
な

く
，

今
後

，
海

外
事

業
を

拡
大

す
る

こ
と

に
な

っ
た

時
，

若
手

を
育

て
る

手
段

と
し

て
こ

の
大

学
院

に
派

遣
す

る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。
 

 

 ①
製

造
業

 
②

医
薬

品
の

研
究

開
発
，
製

造
，

販
売

 

 

3
1
 

 企
業

31
 

（
5
/
1
2
，
5
/
2
1
）
 

・
本

人
が

希
望

す
れ

ば
良

い
が

，
２

年
間

大
学

院
に

通
え

と
は

強
制

で
き

な
い

。
こ

の
専

門
職

大
学

院
設

置
は

賛
成

だ
が

，
こ

こ
に

行
っ

た
だ

け
で
幹
部
候
補
に
す
る
と
は
言
え
ず
，
そ
の
後
に
ど
れ
だ
け
頑
張
っ
た
か
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
 

・
社

員
派
遣
の
約
束
は
現
時
点
で
出
来
な
い
が
，
状
況
に
応
じ
て
，
派
遣
を
検
討
し
た
い
。
 

 

 ①
製

造
業

 
②

染
色

加
工

事
業

，
資

材
事

業

他
 

③
中

国
，
上

海
 

3
2
 

 企
業

32
 

（
7
/
3
1
）
 

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
の

勉
強

は
立

場
が

上
に

な
る

ほ
ど

必
要

だ
と

考
え

て
お

り
，

こ
の

よ
う

に
学

べ
る

機
会

が
あ

る
の

は
良

い
と

思
う

。
自

分
自

身
は

と
て

も
関

心
が

あ
る

が
，

社
内

に
意

欲
が

あ
る

人
が

ど
の

程
度

い
る

か
は

不
明

。
ま

た
，

海
外

研
修

で
何

週
間

か
会

社
を

空
け

る

こ
と
へ
の
対
応
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
 

・
現

在
の

研
修

状
況

は
，

他
企

業
で

行
っ

て
い

る
研

修
参

加
，

新
人

研
修

や
中

途
採

用
の

社
員

研
修

，
管

理
職

研
修

等
を

行
な

っ
て

お
り

，
こ

の
大

学
院

に
つ

い
て

は
，

費
用

の
面

も
含

め
て

，
会

社
と

し
て

の
扱

い
を

考
え

な
け

れ
ば

な
ら

ず
，

会
社

と
し

て
派

遣
さ

せ
る

な
ら

ば
費

用

は
会
社
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
。
 

・
当

社
製

品
は

輸
送

費
が

か
か

る
た

め
海

外
へ

の
直

接
販

売
は

し
て

い
な

い
。

海
外

で
の

販
売

を
考

え
る

と
現

地
で

作
っ

て
そ

の
国

で
販

売
と

言
う

こ
と

に
な

り
，

現
時

点
で

海
外

展
開

の
予

定
は

な
い

が
，

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
野

を
持

つ
こ

と
は

今
後

の
こ

と
も

考
え

と
て

も
重

要
だ

と

考
え
て
い
る
。
改
め
て
回
答
し
た
い
。
 

（
8
/
6
）
 

・
社

内
で
の
検
討
結
果
，
こ
の
大
学
院
に
つ
い
て
は
賛
同
だ
が
，
院
生
派
遣
に
つ
い
て
，
現
時
点
で
派
遣
時
期
な
ど
具
体
の
回
答
は
難
し
い
。

 

 ①
製

造
業

 
②

産
業

用
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
資

材

の
製

造
・
販

売
他

 

3
3
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＜
県

外
＞

 

（
7
/
2
7
）
 

・
海
外
に
は
８
ヶ
国
に

6
0
名
程
度
が
赴
任
し
，
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
，
３
年
程
度
で
戻
し
て
い
る
。
事
業
の

5
0
％
以
上
は
海
外
向
け
で
あ
り
，

海
外
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
。
 

・
新

人
研

修
と

し
て

，
毎

年
選

抜
し

て
数

人
，

フ
ィ

リ
ピ

ン
に

短
期

語
学

留
学

に
出

し
て

い
る

。
ま

た
，

海
外

ト
レ

ー
ニ

ー
制

度
を

設
け

，
半

年
か
ら
１
年
程
度
，
海
外
拠
点
で
語
学
と
実
務
を
学
ぶ
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
最

近
は

海
外

に
興

味
が

あ
る

若
い

人
が

少
な

く
，

就
職

活
動

で
も

海
外

赴
任

が
な

い
方

が
良

い
と

の
学

生
も

多
く

，
学

生
の

趣
向

が
変

わ
っ

て
来
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
今
ま
で
は
海
外
で
働
け
る
機
会
が
多
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
が
，
 
逆
に
マ
イ
ナ
ス
な
こ
と
も
あ
る
。

海
外

ト
レ

ー
ニ

ー
制

度
も

な
か

な
か

手
が

挙
が

ら
ず

会
社

か
ら

指
名

す
る

よ
う

な
状

況
に

あ
る

が
，

こ
の

よ
う

な
大

学
院

で
学

ぶ
こ

と
は

良

い
こ
と
だ
と
思
う
。
 

・
今

後
，

社
内

教
育

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
１

年
か

け
て

見
直

し
予

定
で

あ
る

た
め

，
す

ぐ
に

大
学

院
に

派
遣

す
る

と
は

言
え

な
い

が
，

設
置

準
備

状
況
の
情
報
を
貰
え
れ
ば
，
検
討
の
中
に
入
れ
て
行
き
た
い
。
会
社
か
ら
近
く
の
大
学
で
も
あ
る
の
で
，
出
来
る
限
り
の
協
力
を
し
た
い
。

 ①
製

造
業

 
②

二
輪

車
，

四
輪

車
部

品
等

の

製
造

・
販
売

 
③

中
国

，
タ

イ
，

ベ
ト

ナ
ム

，

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

，
イ

ン
ド

，

マ
レ

ー
シ
ア

，
フ

ィ
リ

ピ
ン

，

ア
メ

リ
カ
，

イ
タ

リ
ア
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3
4
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（
8
/
1
）
 

・
こ

の
大
学
院
を
通
じ
，
異
業
種
と
関
わ
れ
る
の
は
有
意
義
で
あ
る
。
 

・
今

す
ぐ

の
海

外
事

業
展

開
は

な
い

が
，

い
ず

れ
そ

う
な

る
と

思
う

。
そ

の
際

の
人

材
育

成
に

つ
い

て
，

こ
う

い
っ

た
大

学
院

で
学

べ
る

の
は

良
い
こ
と
で
あ
る
。
大
学
院
が
設
置
さ
れ
，
修
了
生
が
出
て
き
た
と
き
，
こ
の
大
学
院
へ
の
派
遣
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。

 ①
製

造
業

 
②

合
成

樹
脂

，
化

学
品

の
製

造
 

・
販

売
 

 
3
5
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業
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（
8
/
2
1
）
 

・
弊

社
は

染
色

加
工

メ
ー

カ
ー

で
，

2
0
年

位
前

に
上

海
，

香
港

に
進

出
し

た
が

，
５

，
６

年
前

に
上

海
か

ら
，

昨
年

に
香

港
か

ら
撤

退
し

た
。

海
外

で
は

手
掛

け
ら

れ
な

い
付

加
価

値
の

高
い

製
品

作
り

に
国

内
で

取
り

組
ん

で
い

る
。

メ
ー

カ
ー

か
ら

の
委

託
加

工
が

中
心

で
あ

り
，

海

外
と
の
直
接
的
な
接
点
は
な
く
，
メ
ー
カ
ー
や
商
社
が
間
に
入
っ
て
企
業
展
開
し
て
い
る
。
 

・
こ

の
大

学
院

の
内

容
は

面
白

く
，

楽
し

そ
う

で
，

私
自

身
（

常
務

）
が

入
り

た
い

。
現

在
，

会
社

負
担

で
社

員
を

派
遣

す
る

人
事

制
度

が
な

く
，
社
内
研
修
制
度
も
な
い
状
況
で
，
こ
の
大
学
院
に
社
員
を
派
遣
す
る
に
は
，
先
ず
人
事
制
度
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
派

遣
に

つ
い

て
は

，
検

討
し

て
み

た
い

，
派

遣
す

る
な

ら
研

究
開

発
部

の
人

間
か

な
と

思
う

が
，

非
常

に
忙

し
く

，
さ

ら
に

夜
間

・
土

日
に

大
学
院
に
行
け
と
は
，
な
か
な
か
言
い
に
く
い
。
 

・
人

材
と
し
て
は
，
顧
客
が
何
を
望
ん
で
い
る
か
分
か
る
よ
う
，
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
持
つ
人
材
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
 

 

 ①
製

造
業

 
②

織
布

，
染

色
加

工
他

 

3
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（
7
/
2
3
）
 

・
こ

れ
だ

け
の

内
容

を
２

年
間

，
土

日
だ

け
の

講
義

で
身

に
つ

く
か

，
か

な
り

大
変

で
あ

り
，

実
践

教
育

を
２

年
で

出
来

る
と

は
思

え
な

い
。

授
業
料
な
ど
２
年
間
の
費
用
を
会
社
が
負
担
し
て
，
修
了
後
，
会
社
に
残
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
。
 

・
大

学
院

に
派

遣
す

る
に

は
人

員
に

余
裕

が
な

い
と

出
せ

な
い

。
社

員
を

派
遣

す
る

よ
り

は
，

大
学

院
を

修
了

し
た

院
生

を
採

用
す

る
考

え
の

方
が
強
い
が
，
こ
の
大
学
院
は
人
間
の
総
合
力
を
高
め
る
大
学
院
だ
と
思
う
。
自
分
の
時
代
に
こ
ん
な
大
学
院
が
あ
れ
ば
進
学
し
た
か
っ
た
。

・
経

営
層

の
人

材
育

成
を

考
え

る
と

き
，

知
識

よ
り

胆
力

が
大

事
で

，
ど

う
や

っ
て

こ
れ

を
鍛

え
る

か
に

か
か

っ
て

い
る

，
そ

の
た

め
に

は
実

践
教

育
が

早
い

。
人

的
余

裕
が

あ
れ

ば
大

学
院

に
派

遣
し

た
い

，
候

補
と

な
る

社
員

に
も

聞
い

て
み

て
，

自
分

の
考

え
も

入
れ

た
上

で
返

事

を
し
た
い
。
ま
た
，
ど
う
い
う
形
で
な
ら
派
遣
で
き
る
か
，
社
内
で
相
談
し
た
い
。
 

（
8
/
3
0
）
 

・
人

的
余
裕
が
な
く
，
現
時
点
で
の
派
遣
は
難
し
い
が
，
今
後
，
状
況
を
見
て
検
討
す
る
。
 

 

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
省

力
・

省
エ

ネ
設

備
の

設
計

制
作

，
工

業
計

測
器

機
器

等

の
販

売
他

 
 

3
7
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（
5
/
2
1
）
 

・
社
員
研
修
は
，
外
部
講
師
と
社
内

O
J
T
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。
商
売
は
国
内
が
主
で
，
タ
イ
に
子
会
社
が
あ
る
が
，
日
系
企
業
が
対
象
と

な
っ

て
い

る
。

現
時

点
で

，
弊

社
か

ら
大

学
院

に
派

遣
出

来
る

よ
う

な
人

材
は

い
な

い
が

，
こ

の
大

学
院

を
通

じ
，

人
と

し
て

の
幅

は
拡

が

る
と
は
思
う
。
 

（
7
/
1
7
）
 

・
現

状
で

は
，

大
学

院
に

派
遣

出
来

る
よ

う
な

人
材

は
地

元
の

福
井

に
お

ら
ず

，
東

京
支

社
等

に
い

る
。

大
学

院
開

設
後

，
他

社
の

参
加

状
況

を
見
て
，
派
遣
を
検
討
し
た
い
。
 

 

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
工

業
計

測
機

器
・

電
子

制
御

機
器

の
販
売

 

③
タ

イ
 

3
8
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（
5
/
1
5
）
 

・
弊

社
は
経
営
品
質
活
動
に
取
り
組
み
，
経
営
の
革
新
と
そ
の
た
め
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
過
去
の
経
営
学
は
殆
ど
役
に
立
た
な
い
時

代
で
あ
り
，
実
務
家
教
員
に
ど
の
よ
う
な
顔
ぶ
れ
を
揃
え
る
か
が
大
学
院
の
決
め
手
に
な
る
と
思
う
。
社
会
人
へ
の
教
育
に
関
し
，
英
語
の

実
践
教
育
と
経
営
の
実
践
・
省
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
り
，
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
て
英
語
で
授
業
が
出
来
る
人
材
，
外
国
で
の
企
業

経
営
体
験
の
あ
る
人
材
を
揃
え
て
欲
し
い
。
 

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
各

種
情
報

機
器

等
の

販
売

他
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（
7
/
2
5
）
 

・
海

外
企
業
で
の
最
低
３
ヶ
月
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
 

・
社

内
に
候
補
者
は
い
る
の
で
，
今
後
，
状
況
を
み
て
，
大
学
院
へ
の
派
遣
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
 

 
3
9
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（
7
/
3
0
）
 

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

造
と

繊
維

商
社

の
二

つ
が

弊
社

の
事

業
内

容
。

職
種

に
関

わ
ら

ず
採

用
後

，
４

～
８

月
に

も
の

づ
く

り
の

現
場

で
の

研
修

を
行
っ
た
後
，
各
部
署
に
配
属
し
て
い
る
。
 

・
海
外
関
係
で
は
，
米
国
や

E
U
が
対
象
と
な
る
が
，
営
業
の
た
め
の
出
張
が
ベ
ー
ス
で
あ
り
，
他
の
も
の
づ
く
り
企
業
の
よ
う
な
海
外
展
開

の

イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。
 

・
趣

旨
は

了
解

し
た

が
，

こ
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
活

か
せ

る
よ

う
な

海
外

展
望

は
現

時
点

で
は

な
く

，
そ

の
よ

う
な

展
望

が
開

け
れ

ば
派

遣
出

来
る
と
思
う
。
派
遣
に
つ
い
て
の
具
体
の
回
答
に
は
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
 

 

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
繊

維
関

連
商

品
，

合
成

樹
脂

原
料

等
販
売
 

③
ア
メ
リ
カ
，
E
U
へ
の
輸
出
 

4
0
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（
7
/
3
0
）
 

・
弊

社
の
事
業
対
象
は
国
内
で
，
特
に
福
井
県
で
あ
る
。
直
接
海
外
と
の
取
引
は
な
く
，
あ
っ
て
も
間
接
的
で
あ
る
。
 

・
人

材
育

成
は

体
系

的
に

出
来

て
お

ら
ず

，
研

修
は

建
築

関
連

が
主

で
あ

る
。

オ
ー

ナ
ー

企
業

な
の

で
，

そ
の

子
息

が
こ

の
大

学
院

に
入

学
と

言
う
の
は
考
え
ら
れ
る
が
，
本
日
は
社
長
が
不
在
で
，
改
め
て
回
答
す
る
。
 

（
8
/
2
3
）
 

・
具

体
の
入
学
確
約
ま
で
は
出
来
な
い
が
，
後
継
者
の
育
成
手
段
の
一
つ
と
し
て
前
向
き
に
検
討
す
る
。
 

 

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
建

築
用
金

属
製

品
の

販
売

他
 

 

4
1
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（
8
/
1
）
 

・
社
内
で
技
術
研
修
は
し
て
い
る
。
社
員
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ス
キ
ル
は
な
く
，
こ
の
大
学
院
で
学
ば
せ
た
い
気
持
ち
は
あ
る
。

た
だ
し
，
今
は
人
手
不
足
の
状
況
に
あ
る
。
 

・
今

後
，

海
外

で
の

オ
フ

シ
ョ

ア
開

発
や

宇
宙

ビ
ジ

ネ
ス

で
の

海
外

展
開

を
考

え
る

上
で

タ
イ

ミ
ン

グ
が

合
え

ば
，

こ
の

本
大

学
院

へ
の

派
遣

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
現
時
点
で
，
派
遣
時
期
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。
 

 

 ①
情

報
通
信
 

②
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
及

び
関

連
機

器
の

販
促
企

画
・

販
売

他
 

 

4
2
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＜
県

外
＞

 

（
7
/
7
）
 

（
大

学
院
構
想
に
つ
い
て
説
明
）
 

（
7
/
2
8
）
 

・
こ

の
構

想
は

面
白

い
取

組
み

だ
と

思
う

。
私

自
身

，
社

会
人

に
な

っ
て

か
ら

も
学

び
の

場
が

あ
れ

ば
と

思
っ

て
い

た
の

で
，

積
極

的
に

考
え

た
い

と
思

っ
て

い
る

。
し

か
し

，
弊

社
の

よ
う

な
小

さ
な

会
社

に
と

っ
て

，
費

用
を

か
け

て
，

人
を

学
び

に
出

す
と

い
う

こ
と

は
，

非
常

に

大
き

な
投

資
に

な
り

，
ま

し
て

や
創

業
か

ら
２

年
半

ほ
ど

で
，

取
り

組
み

た
い

課
題

が
山

積
み

の
会

社
で

あ
る

た
め

，
弊

社
か

ら
学

び
の

人

材
を
出
す
と
い
う
の
は
，
ま
だ
少
し
先
の
話
に
な
る
と
思
う
。
ま
た
，
大
学
院
に
係
る
費
用
に
関
し
て
も
，「

費
用
対
効
果
」
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
 

 

 ①
情

報
通
信
 

②
シ

ス
テ
ム

開
発

，
We
b
サ
イ
ト

製
作

他
 

4
3
 

 企
業

43
 

（
8
/
2
9
）
 

・
弊

社
は

，
情

報
系

と
原

発
の

工
事

・
設

備
メ

ン
テ

を
大

き
な

二
つ

の
柱

と
し

て
い

る
。

国
内

が
メ

イ
ン

で
事

業
展

開
し

て
お

り
，

近
隣

県
の

シ
ェ
ア
を
開
拓
し
て
い
る
。
二
本
柱
以
外
で
は
，
全
国
を
対
象
と
し
た
商
社
的
機
能
が
あ
る
。
 

・
こ

の
専

門
職

大
学

院
は

レ
ベ

ル
が

高
く

，
今

の
弊

社
の

社
員

の
レ

ベ
ル

に
見

合
っ

て
い

な
い

と
感

じ
た

。
た

だ
，

将
来

的
に

検
討

し
て

，
良

 ①
建

設
業
 

②
プ

ラ
ン

ト
と

関
連

施
設

の
運

転
，

情
報

シ
ス

テ
ム

関
連

製

品
の

開
発
・

販
売

他
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い
人

材
が

出
て

来
た

ら
，

是
非

参
加

さ
せ

て
貰

い
た

い
。

国
内

で
は

シ
ェ

ア
の

奪
い

合
い

が
生

じ
て

お
り

，
今

後
，

海
外

を
視

野
に

入
れ

て

の
展
開
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
，
語
学
力
も
必
要
に
な
る
と
思
う
が
，
今
は
そ
の
一
歩
手
前
の
状
況
と
言
え
る
。
 

・
現

在
，

社
員

の
研

修
に

は
外

部
講

師
，

産
業

能
率

大
学

や
中

小
企

業
産

業
大

学
校

を
利

用
し

て
お

り
，

余
裕

が
出

て
来

れ
ば

，
こ

の
大

学
院

を
活
用
し
，
社
員
の
レ
ベ
ル
を
一
段
階
上
に
上
げ
て
行
き
た
い
と
思
う
。
 

 
4
4
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（
7
/
2
0
）
 

・
従
業
員
は
国
内
に

3
0
0
人
，
海
外
に

2
5
0
0
人
程
度
が
い
る
が
，
そ
れ
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
人
材
は
お
ら
ず
，
育
っ
て
い
な
い
。
毎
年
，

大
卒

が
５

，
６

人
入

社
し

，
T
O
E
I
C
8
0
0
点

も
数

人
居

る
。

会
社

の
方

針
は

，
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

対
応

で
き

る
人

材
を

育
て

る
こ

と
で

，
そ

の

た
め
に
英
会
話
教
室
か
ら
講
師
に
来
て
も
ら
い
，
語
学
学
習
に
も
力
を
入
れ
，
新
入
社
員
は
２
週
間
中
国
に
海
外
研
修
に
出
し
て
い
る
。
 

・
ク

ラ
イ

ア
ン

ト
が

グ
ロ

ー
バ

ル
化

し
て

き
て

お
り

，
メ

ー
ル

も
英

語
。

県
の

ア
ジ

ア
人

材
基

金
の

ト
ビ

タ
テ

に
も

参
加

し
て

い
る

。
中

国
，

ベ
ト
ナ
ム
，
香
港
，
米
に
事
業
所
が
あ
り
，
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
て
た
い
が
，
上
手
く
行
か
な
い
。
 

・
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

は
，

日
本

で
受

注
，

中
国

で
大

量
生

産
（

生
産

拠
点

）
で

あ
る

が
，

訴
訟

も
多

い
。

も
う

日
本

で
の

商
売

は
難

し
く

，
海

外
に
出
て
，
国
内
は
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
 

・
創

業
後
，
長
い
が
，
人
の
教
育
を
し
て
来
て
お
ら
ず
，
次
の
後
継
者
，
管
理
職
等
育
成
に
手
を
尽
く
し
て
い
る
。
 

（
8
/
1
）
 

・
こ

の
大
学
院
構
想
は
良
い
と
思
う
が
，
現
時
点
で
の
社
員
の
派
遣
は
難
し
い
。
 

 

 ①
製

造
業

 
②

ニ
ッ

ト
生

地
の

製
造

・
販

売
 

③
中

国
，

香
港

，
ベ

ト
ナ

ム
，

ア
メ

リ
カ
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（
組

合
） 

（
5
/
2
5
）
 

・
国

内
の

宿
泊

客
は

減
少

傾
向

に
あ

り
，

北
陸

新
幹

線
開

業
前

の
水

準
に

戻
っ

て
い

て
，

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

の
取

り
込

み
が

必
須

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

た
だ

し
，

社
員

が
現

地
に

行
っ

て
セ

ー
ル

す
る

こ
と

ま
で

は
し

て
お

ら
ず

，
旅

行
会

社
任

せ
に

な
っ

て
い

て
，

将
来

的
に

は
，

現

地
に
行
っ
て
セ
ー
ル
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
後
継
者
の
中
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

P
R
に
取
り
組
む
者
も
い

る
。
 

・
観

光
に
関
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
は
重
要
で
あ
り
，
で
き
れ
ば
市
が
そ
の
よ
う
な
職
員
の
育
成
を
し
て
欲
し
い
。
 

・
こ

の
大
学
院
の
必
要
性
は
理
解
す
る
が
，
最
終
的
に
大
学
院
に
派
遣
す
る
か
ど
う
か
は
，
組
合
で
な

く
旅
館
個
々
の
判
断
に
な
る
。
今
の
ト

ッ

プ
世
代
の
交
代
期
に
学
び
直
し
と
言
う
点
で
こ
の
大
学
院
へ
と
い
う
可
能
性
も
あ
り
，
各
組
合
員
に
は
本
構
想
を
案
内
し
て
お
く
。
 

 

 ①
サ

ー
ビ
ス

業
 

②
旅

館
，
ホ

テ
ル

 
 

4
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（
8
/
2
8
）
 

・
昔

は
研

修
の

た
め

に
１

年
間

メ
ー

カ
ー

や
工

業
技

術
セ

ン
タ

ー
に

社
員

を
出

し
た

り
し

て
い

た
が

，
今

は
人

手
不

足
で

社
内

研
修

は
あ

ま
り

実
施
し
て
い
な
い
。
 

・
大

学
院
派
遣
に
つ
い
て
は
適
当
な
人
材
が
思
い
浮
か
ば
な
い
。
海
外
進
出
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
 

・
世

代
交

代
を

考
え

て
い

る
企

業
で

あ
れ

ば
規

模
が

小
さ

い
会

社
で

も
こ

の
よ

う
な

大
学

院
で

後
継

者
を

勉
強

さ
せ

た
い

と
思

う
。

県
外

の
大

学
院

に
行

っ
て

そ
の

ま
ま

帰
っ

て
来

な
い

人
も

多
い

の
で

，
地

元
で

こ
の

よ
う

な
こ

と
を

学
べ

る
の

は
コ

ス
ト

的
に

も
時

間
的

に
も

メ
リ

ッ

ト
が
あ
り
，
有
り
難
い
。
後
継
者
育
成
の
た
め
で
あ
れ
ば
，
大
学
院
派
遣
に
係
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
厭
わ
な
い
だ
ろ
う
。
 

 

 ①
製

造
業
 

②
合

繊
織
物

製
造

・
販

売
 

4
7
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（
3
/
1
）
 

・
品

質
管
理
や
製
造
工
程
に
関
し
，
こ
の
大
学
院
を
通
じ
て
の
異
業
種
交
流
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
。
設
置
に
向
け
て
協
力
し
た
い
。
 

（
4
/
2
5
）
 

・
派

遣
に

つ
い

て
は

現
段

階
で

は
回

答
で

き
な

い
。

現
在

，
人

事
制

度
の

見
直

し
を

推
進

中
で

，
階

層
別

か
ら

技
能

別
の

研
修

へ
の

変
更

も
検

 ①
製

造
業
 

②
オ

ー
デ

ィ
オ

機
器

等
の

開

発
･
設
計
･
製
造
他
 

③
中

国
，
タ
イ
，
ポ

ー
ラ

ン
ド
，
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討
し

て
お

り
，

外
部

の
専

門
学

校
で

学
ぶ

こ
と

が
で

き
れ

ば
理

想
。

本
年

４
月

か
ら

明
治

大
学

大
学

院
夜

間
で

学
ぶ

従
業

員
も

い
る

が
，

派

遣
す
る
場
合
，
人
事
制
度
も
検
討
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
 

（
7
/
1
3
）
 

・
メ

ー
カ

ー
な

の
で

優
先

さ
れ

る
の

は
技

能
的

な
こ

と
に

な
る

。
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
的

な
内

容
の

大
学

院
は

社
内

で
話

を
進

め
に

く
い

。
時

間
的

に
も

経
費

的
に

も
そ

こ
ま

で
の

余
裕

が
な

く
な

っ
て

来
て

お
り

，
現

時
点

の
社

内
の

優
先

度
か

ら
す

る
と

，
こ

の
大

学
院

へ
の

派
遣

は
厳

し

い
状
況
に
な
っ
た
。
 

 

ア
メ

リ
カ
 

4
8
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（
H
31

.1
/2

9）
 

・
弊

社
は
，
シ
リ
コ
ン
・
ウ
ェ
ー
ハ
加
工
で
の
光
通
信
用
部
品
基
板
と
し
て
は
世
界
シ
ェ
ア
約

8
0
％
を
占
め
て
お
り
，
台
湾
に
子
会
社
も
あ
る

が
，
製
造
は
福
井
の
本
社
で
全
て
行
っ
て
い
る
。
 

・
社

員
数

は
全

体
で

4
5
名

程
度

，
福

井
の

従
業

員
数

が
3
8
名

程
度

。
育

成
し

た
い

の
は

製
造

部
門

の
若

手
社

員
で

あ
り

，
希

望
者

が
い

れ
ば

行
か
せ
た
い
と
思
う
が
，
従
業
員
数
が
少
な
く
人
手
も
足
り
て
い
な
い
た
め
現
状
で
は
派
遣
は
厳
し
い
。
 

 

 ①
製

造
業

 
②

光
通

信
用

シ
リ

コ
ン

・

ウ
ェ

ー
ハ
の

成
膜

加
工

 

③
台

湾
 

4
9
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（
7
/
3
1
）
 

・
事

業
は

，
企

業
間

取
引

が
主

で
あ

る
が

，
今

後
，

小
売

り
に

出
る

可
能

性
は

あ
る

。
海

外
は

中
国

に
工

場
が

あ
り

，
大

き
な

マ
ー

ケ
ッ

ト
と

し
て
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
事
業
展
開
の
中
で
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え
ば
，
人
材
育
成
の
点
で
こ
の
大
学
院
は
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
8
/
3
0
）
 

・
役

員
と

相
談

し
た

が
，

予
算

的
，

人
員

的
に

余
裕

が
な

い
た

め
，

派
遣

は
難

し
い

。
特

に
，

海
外

研
修

で
社

員
が

１
ヶ

月
居

な
く

な
る

の
は

困
る
，
そ
の
間
の
体
制
が
取
れ
な
い
。
 

 

 ①
製

造
業

 
②

ホ
ー

ム
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
商

品

の
企

画
・
製

造
・

販
売

 

③
中

国
 

5
0
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（
8
/
2
）
 

・
説

明
後
，
入
試
方
法
，
受
験
資
格
に
つ
い
て
の
確
認
が
あ
っ
た
。
 

・
社

員
に

専
門

学
校

卒
，

高
卒

が
い

る
，

一
生

懸
命

や
り

，
考

え
る

力
も

十
分

に
あ

る
の

で
，

将
来

，
見

込
み

の
あ

る
人

間
に

こ
の

大
学

院
を

受
け

さ
せ

て
や

り
た

い
と

思
う

。
対

象
者

が
１

，
２

名
い

る
の

で
，

話
し

を
し

て
み

る
，

仮
に

派
遣

す
る

と
し

た
ら

，
大

学
院

立
ち

上
げ

の

時
が
良
い
よ
う
な
気
が
す
る
が
，
ま
ず
は
，
本
人
達
が
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
 

・
ま

た
，
こ
の
大
学
院
は
，
異
業
種
も
含
め
た
人
脈
作
り
に
良
く
，
修
了
生
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
非
常
に
有
効
だ
と
思
う
。
 

・
弊

社
の

海
外

と
の

関
係

は
，

商
社

を
通

じ
た

製
品

輸
出

で
，

必
要

な
情

報
は

商
社

や
顧

客
か

ら
貰

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

，
来

週
末

ま
で

に
回
答
す
る
。
 

（
8
/
3
）
 

・
派

遣
し
た
い
社
員
と
相
談
し
た
が
，
本
人
に
や
る
気
が
な
い
た
め
，
残
念
な
が
ら
今
回
は
見
送
る
こ
と
と
し
た
い
。
 

 

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
テ

キ
ス

タ
イ

ル
全

般
並

び
に

繊
維

製
品
の

製
造

・
販

売
 

③
商

社
を
通

じ
た

製
品

輸
出
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（
8
/
2
3
）
 

・
（
冒
頭
に
授
業
料
に
つ
い
て
確
認
）

面
白
い
構
想
な
の
で
，
役
員
に
説
明
し
よ
う
と
思
う
。
教
育
内
容
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
，
将
来
，

管
理

職
に

し
よ

う
と

考
え

る
よ

う
な

社
員

で
な

い
と

，
派

遣
で

き
な

い
と

思
う

。
本

人
の

負
担

も
あ

る
だ

ろ
う

し
，

人
選

が
難

し
い

感
じ

が

す
る

，
例

え
ば

，
3
0
歳

代
の

社
員

で
，

将
来

，
部

長
に

な
っ

て
貰

う
た

め
に

と
考

え
た

場
合

，
そ

の
人

選
が

難
し

い
。

経
営

的
な

こ
と

を
学

び
，

経
営

者
を

育
て

る
た

め
に

こ
の

大
学

院
は

良
い

と
思

う
が

，
人

選
か

ら
外

れ
た

者
か

ら
は

，
ね

た
み

も
出

て
来

る
恐

れ
が

あ
り

，
本

当

に
意
欲
の
あ
る
者
が
い
れ
ば
良
い
の
だ
が
。
 

・
海

外
進

出
に

関
し

，
中

国
に

関
連

企
業

が
あ

り
，

将
来

的
な

方
針

は
明

確
で

は
な

い
が

，
今

後
，

韓
国

や
台

湾
で

の
営

業
も

考
え

て
お

り
，

 ①
卸

売
・
小

売
 

②
防

草
緑

化
用

資
材

の
企

画
・

販
売

他
 

③
中

国
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現
在
は
，
採
用
し
た
中
国
人
１
名
が
海
外
営
業
を
や
り
出
し
た
ば
か
り
の
状
況
に
あ
る
。
本
件
は
役
員
に
上
げ
て
検
討
し
た
い
。
 

（
1
0
/
2
4
）
 

・
現

時
点

で
は

人
選

が
難

し
く

，
そ

こ
か

ら
外

れ
た

人
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

問
題

も
あ

る
。

是
非

行
か

せ
た

い
人

材
と

い
う

具
体

案
が

あ
る

訳
で
も
な
い
，
と
に
か
く
，
現
段
階
で
い
つ
ご
ろ
派
遣
で
き
る
と
い
う
話
は
で
き
な
い
。
 

・
今

後
，

海
外

進
出

に
力

を
入

れ
る

と
言

う
こ

と
で

あ
れ

ば
，

こ
の

大
学

院
も

視
野

に
入

っ
て

く
る

。
将

来
的

に
人

材
育

成
の

体
制

も
考

え
な

が
ら
，
必
要
性
が
出
て
く
れ
ば
考
え
る
。
 

 
5
2
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（
8
/
8
）
 

・
本

人
が

ま
ず

行
き

た
い

か
ど

う
か

，
本

人
が

自
身

の
分

野
を

広
げ

た
い

と
思

う
か

ど
う

か
が

あ
る

。
こ

の
大

学
院

が
弊

社
に

役
立

つ
か

と
言

う
点

に
つ

い
て

，
新

事
業

を
や

る
と

し
た

ら
，

そ
の

人
材

育
成

の
た

め
に

こ
の

大
学

院
で

見
聞

を
広

め
る

と
言

う
の

は
あ

る
か

も
し

れ
な

い

が
，
自
分
が
今
の
業
務
を
担
当
し
て
い
る
の
に
，
こ
こ
に
行
け
と
な
る
と
，
本
人
が
ど
う
思
う
か
が
あ
る
。
英
語
力
も
必
要
だ
が
，
例
え
ば
，

パ
リ

で
勤

務
し

て
い

る
人

間
は

，
英

語
も

ク
リ

ア
し

て
お

り
，

こ
こ

で
学

ぶ
以

上
に

海
外

の
こ

と
を

知
っ

て
い

る
。

ま
た

，
ジ

ェ
ト

ロ
か

ら

転
職
し
た
者
は
，
ア
メ
リ
カ
の
拠
点
の
ト
ッ
プ
に
い
る
。
 

・
意
欲
が
あ
る
者
が
こ
の
大
学
院
に
行
っ
た
ら
役
に
立
つ
と
思
う
，
本
人
が
や
り
た
い
と
言
っ
た
ら
，
会
社
も
応
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

こ
の

案
件

は
役

員
会

に
か

け
る

必
要

が
あ

り
，

１
，

２
名

そ
ん

な
人

材
を

育
て

て
い

こ
う

と
な

れ
ば

，
今

後
の

こ
と

を
考

え
て

行
く

人
材

を

経
営
企
画
室
に
入
れ
，
そ
の
人
間
が
こ
の
大
学
院
に
行
く
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
見
極
め
が
必
要
で
，
金
額
の
問
題
で
は
な
い
。

・
教
育
に
関
し
，
語
学
は
良
い
が
，
海
外
で
の
会
社
の
立
ち
上
げ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
会
社
で
や
っ
て

お
り
，
そ
れ
以
外
の
こ
と
で
は
ど
う
か

。

大
学

院
に

出
し

た
時

，
修

了
後

暫
く

は
良

い
が

，
い

つ
の

間
に

か
，

周
り

と
一

緒
に

な
っ

て
し

ま
う

。
取

っ
た

単
位

を
活

か
せ

る
よ

う
な

持

続
的
な
保
証
を
考
え
て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
色
ん
な
業
種
が
集
ま
る
と
ま
と
ま
り
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
 

・
し

か
し

，
こ

の
よ

う
な

大
学

院
の

立
ち

上
げ

は
大

事
だ

し
面

白
い

，
会

社
も

こ
れ

に
お

金
を

出
す

こ
と

も
問

題
な

い
が

，
本

人
達

が
こ

の
大

学
院
に
行
き
た
い
か
ど
う
か
，
２
，
３
人
に
聞
い
て
み
た
い
。
 

 

 ①
製

造
業
 

②
細

幅
繊

維
製

品
等

の
製

造
・

販
売

，
産
業

資
材

事
業

他
 

③
中

国
，

香
港

，
ベ

ト
ナ

ム
，

イ
タ

リ
ア
，

ド
イ

ツ
，
 

フ
ラ

ン
ス
，

ア
メ

リ
カ
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（
3
/
2
8
）
 

・
専

門
職

だ
か

ら
，

も
っ

と
専

門
性

に
特

化
が

必
要

，
こ

の
内

容
で

は
一

般
的

す
ぎ

る
。

こ
の

や
り

方
で

ど
れ

く
ら

い
育

つ
の

か
。

海
外

研
修

が
目

的
な

ら
自

社
内

で
出

来
る

。
学

ぶ
な

ら
，

海
外

諸
国

で
の

文
化

，
習

慣
や

仕
事

の
や

り
方

の
違

い
等

で
，

こ
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
プ

ラ

ス
に
な
る
の
か
。
教
え
る
側
も
実
務
を
ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
 

・
弊

社
で

は
そ

ん
な

感
じ

だ
が

，
他

の
中

小
企

業
か

ら
は

こ
の

大
学

院
へ

の
ニ

ー
ズ

が
あ

る
と

思
う

。
何

し
ろ

，
県

内
の

８
割

が
経

営
計

画
を

持
っ
て
い
な
い
。
こ
ん
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
出
来
れ
ば
良
い
と
思
う
。
 

 ①
製

造
業

 
②

総
合

繊
維

業
 

③
イ

ン
ド

，
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
，

タ
イ

，
中

国
，

フ
ラ

ン
ス

，

イ
タ

リ
ア
，

ア
メ

リ
カ

，
 

メ
キ

シ
コ
，

ブ
ラ

ジ
ル
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（
8
/
2
）
 

・
弊

社
は

，
中

国
に

進
出

し
て

い
る

が
，

中
国

の
基

準
が

厳
し

く
，

中
国

の
委

託
先

に
十

分
な

技
術

が
な

い
こ

と
か

ら
，

状
況

が
良

く
な

く
，

ア
セ

ア
ン

展
開

な
ど

の
可

能
性

は
現

在
の

と
こ

ろ
な

い
。

こ
の

こ
と

か
ら

，
国

内
で

捉
え

切
れ

て
い

な
い

市
場

開
拓

が
先

だ
ろ

う
と

の
内

向

き
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
 

・
弊

社
の

製
品

の
製

造
は

，
細

か
い

手
作

業
部

分
も

あ
り

，
他

に
任

せ
る

の
も

難
し

い
。

こ
の

大
学

院
に

つ
い

て
検

討
し

た
い

と
思

う
が

，
生

産
系
の
社
員
が
多
く
，
将
来
，
経
営
に
携
わ
る
人
間
と
言
う
の
が
ぱ
っ
と
思
い
浮
か
ば
な
い
。
 

・
研

修
は

色
々

行
っ

て
い

る
が

，
こ

の
大

学
院

な
ら

若
手

が
良

い
よ

う
に

も
思

う
。

ま
た

，
大

学
院

で
の

異
業

種
の

情
報

交
換

に
も

有
益

だ
と

思
う
。
派
遣
候
補
者
と
し
て
，
社
長
の
後
継
者
が
適
任
と
考
え
ら
れ
，
一
度
，
社
長
に
も
相
談
し
，
改
め
て
連
絡
す
る
。
 

（
8
/
2
）
 

・
社

長
に
趣
旨
を
説
明
し
，
該
当
者
を
検
討
し
た
が
，
現
時
点
で
は
該
当
者
な
し
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

 

 ①
製

造
業

 
②

住
宅

商
品

の
開

発
，

製
造

，

販
売

 

③
中

国
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（
H
3
1
.
2
/
5
）
 

・
人

材
育
成
は
，
各
種
団
体
が
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
な
ど
，
必
要
に
応
じ
て
研
修
し
て
い
る
。

 
・

大
学

院
へ

の
社

員
の

派
遣

に
つ

い
て

は
，

会
社

と
し

て
社

員
を

大
学

院
に

行
か

せ
る

よ
う

な
体

制
整

備
が

出
来

る
か

と
言

う
こ

と
が

あ
り

，

社
員
が
大
学
院
に
行
き
た
い
と
言
う
こ
と
が
大
事
に
な
る
。
こ
の
内
容
だ
と
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
よ
う
に
思
う
が
，
協
力
は
す
る
。

 
 

 ①
製

造
業

 
②

高
級

眼
鏡

フ
レ

ー
ム

の
製

造

販
売

 

③
ス

イ
ス
，

マ
レ

ー
シ

ア
，

 
香

港
，

ア
メ

リ
カ
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（
8
/
2
2
）
 

・
冒

頭
に
，
派
遣
資
格
，
履
修
方
法
，
費
用
等
を
確
認
。
 

・
実

社
会

に
出

た
者

に
対

す
る

教
育

と
し

て
，

非
常

に
良

い
話

し
で

あ
り

，
こ

の
構

想
に

賛
同

す
る

，
派

遣
候

補
と

な
る

社
員

も
浮

か
ぶ

が
，

本
人
の
意
向
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
，
す
ぐ
に
具
体
の
回
答
と
言
わ
れ
る
と
困
る
が
，
社
内
で
検
討
し
て
み
た
い
。
 

（
1
0
/
2
2
）
 

・
社

内
で
の
検
討
の
結
果
，
今
回
は
見
送
る
こ
と
と
し
た
い
。
 

 

 ①
建

設
業

 
②

防
水

・
塗

装
工

事
，

建
材

の

開
発

・
販
売

・
施

工
他

 

 

 上
記
の
企
業
以
外
に
，
企
業

2
7
社
（
製
造
業

1
8
社
，
卸
売
・
小
売
２
社
，
情
報
通
信
１
社
，
建
設
業
３
社
，
運
輸
２
社
，
検
査
・
分
析
１
社
）
と
個
別
折
衝
を
行

っ
た
が
，
派
遣
不
可
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。
主
な
理
由
は
，
派
遣
す
る
余
裕
が
全
く
な
い
，
海
外
進
出
の
予
定
が
な
い
，
会
社
方
針
と
合
わ
な
い
等
で
あ
っ
た
。
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 大
学

院
へ

の
職

員
派

遣
に
係

る
個

別
折
衝

状
況

（
自
治

体
）
 

 （
注
：
自
治
体
名
欄
の
黄
色
マ
ー
カ
ー
表
示
は
，
院
生
派
遣
予
定
の
自
治
体
，

無
地
は
構
想
に
賛
同
だ
が
現
時
点
で
回

答
が

得
ら

れ
な

か
っ

た
自

治
体

を
，

そ
れ

ぞ
れ

示
す

。）
 

№
 

自
治

体
名
 

個
別
折
衝
の
状
況
 

備
 

考
 

1 
 

⾃
治

体
１

 

 

［
（

日
付

）
は
，

当
該

自
治

体
と

の
個
別
折
衝
日
］
 

（
10

/1
9）

 
・
職
員
の
大
学
院
派
遣
に
つ
い
て
，
2
0
2
0
年
度
派
遣
に
向
け
て
次
に
よ
り
検
討
を
進
め
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。
 

・
職
員
研
修
制
度
の
メ
ニ
ュ
ー
に
「
福
井
大
学
大
学
院
派
遣
」
を
追
加
し
，
庁
内
公
募
を
行
う
。
 

・
派
遣
決
定
し
た
職
員
に
対
し
，
大
学
院
で
の
修
学
と
の
両
立
が
図
ら
れ
や
す
い
部
署
へ
の
配
属
（
国
外
研
修
等
に
よ
り
一
定
期
間
，
業
務
に
従
事
で

き
な
い
期
間
が
あ
る
こ
と
を
前
提
）
，
学
費
の
支
援
，
修
了
後
は
国
際
関
係
業
務
に
従
事
す
る
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
検
討
等
の
対
応
を
行
う
。
 

・
庁

内
公

募
で

自
発

的
な

希
望

者
が

い
な

い
場

合
，

国
際

関
連

業
務

に
関

心
を

持
つ

，
ま

た
は

適
正

あ
り

と
見

込
ま

れ
る

職
員

に
対

し
て

，
制

度
紹

介

等
を
行
う
。
 

（
10

/2
2）

 
・
こ
の
大
学
院
の
趣
旨
は
理
解
し

て
い
る
。
た
だ

，
今
ま
で
と
の
違
い
は
，
授
業
が
平
日
夜
と
土
曜
に
あ
り
，
通
常
の
業
務
に
プ
ラ
ス
α
に
な
る
こ
と
で

，

職
員

の
負

担
は

大
き

く
，

相
当

の
意

欲
が

必
要

で
あ

る
。

公
募

す
る

に
し

て
も

政
策

的
に

ど
う

か
す

る
に

し
て

も
ハ

ー
ド

ル
は

高
い

が
，

早
急

に
検

討

す
る
。

 
 ［

具
体

の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 

 
 

2 
 

⾃
治

体
２

 

 

（
5/

8）
 

 
・

ニ
ー

ズ
と

し
て

は
語

学
が

あ
る

。
外

国
人

で
市

を
訪

れ
る

人
も

そ
れ

な
り

に
多

い
こ

と
か

ら
，

市
の

産
業

と
し

て
観

光
を

位
置

付
け

て
お

り
，

そ
れ

を

担
当

す
る

職
員

を
置

く
必

要
が

あ
る

。
現

在
職

員
を

パ
リ

に
派

遣
し

て
い

る
が

，
こ

れ
は

「
自

治
体

国
際

化
協

会
」

に
派

遣
中

の
職

員
が

，
同

協
会

・

パ
リ

事
務

所
に

勤
務

し
，

観
光

，
物

産
，

行
政

制
度

等
様

々
な

情
報

の
収

集
や

提
供

等
に

携
わ

る
こ

と
で

国
際

感
覚

や
国

際
的

人
脈

の
形

成
を

図
る

と

と
も

に
，

本
市

の
情

報
に

つ
い

て
も

情
報

発
信

し
て

い
る

。
市

の
財

政
状

況
や

派
遣

し
た

後
の

態
勢

を
検

討
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

が
，

毎
年

は
無

理

か
も
し
れ
な
い
が
，

1
名
程
度
の
派
遣
は
可
能
で
あ
る
。

 
（

11
/2
）

 
・
良
い
取
組
み
だ
と
思
う
。
働
き
な
が
ら
学
べ
る
の
は
あ
り
が
た
い
。

1
年
短
縮
履
修
等
は
ど
う
か
。

 
・
院
生
の

2
年
次
の
動
き
は
，
海

外
に
ど
こ
へ
行
く
か
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
か
。

 
・

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

す
る

年
代

を
ど

う
す

る
か

検
討

す
る

必
要

が
あ

り
，

良
い

人
材

を
出

し
た

い
。

企
業

だ
と

あ
る

程
度

明
確

な
目

的
が

あ
る

か
も

し
れ

な

い
が

，
我

々
に

は
そ

れ
が

，
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
で

あ
る

と
し

て
も

，
そ

の
職

員
に

ず
っ

と
そ

れ
を

担
当

さ
せ

る
訳

に
は

い
か

な
い

。
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

関

心
の
あ
る
職
員
，
現
在
の
仕
事
に
関
係
の
あ
る
職
員
が
適
当
か
も
し
れ
な
い
。

 
・
費
用
の
中
で
，
大
学
と
市
は
連
携
協
定
も
締
結
し
て
お
り
，
一
部
減
免
は
で
き
な
い
か
。
（
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
。）

 
 ［

具
体

の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 外
国

人
住
民

数
 

4,
18

5
名

 

- 71 -



3 
 

⾃
治

体
3 

 

（
4/

13
）

 
・

韓
国

人
が

増
加

し
，

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

対
応

が
増

加
し

て
い

る
が

，
職

員
が

窓
口

で
英

語
を

話
せ

ず
，

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

な
い

。
大

学
院

で

の
学

び
は

職
員

研
修

の
一

貫
で

対
応

可
能

か
と

思
う

，
こ

の
よ

う
な

人
材

は
必

要
だ

と
思

う
が

，
希

望
者

が
ど

れ
位

い
る

か
は

あ
る

。
優

秀
な

人
材

が

大
学
院
に
行
く
の
は
励
み
に
な
る
と
思
う
。

 
・

教
育

方
法

に
配

慮
願

い
，

大
学

院
に

行
き

な
が

ら
も

，
職

員
が

通
常

の
戦

力
と

し
て

使
え

る
の

で
あ

れ
ば

，
派

遣
は

可
能

で
あ

る
。

海
外

研
修

に
係

る

実
費
の
支
援
等
の
条
件
整
備
は
必
要
だ
ろ
う
が
。

 
（

10
/3

0）
 

・
希

望
者

が
い

れ
ば

派
遣

し
た

い
，

こ
ち

ら
か

ら
行

け
と

は
言

え
な

い
が

，
希

望
者

は
い

る
と

思
う

。
授

業
が

平
日

夜
間

と
土

曜
日

だ
と

負
担

に
は

な
る

が
，
職
専
免
を
か
け
る
方
法
も
あ
る
。
職
員
が
手
を
上
げ
れ
ば
，
派
遣
に
係
る
費
用
は
そ
れ
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
。

 
・
英
語
教
育
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
大
事
だ
と
，
企
業
か
ら
は
言
わ
れ
て
い
る
。

5
年
間
で

2
人
位
は
出
せ
る
。

2
年
派
遣
し
た
ら
，
ま
た

2
年
派
遣
す
る
と

い
う
感
じ
か
。
本
人
は
大
変
か
も
し
れ
な
い
が
，
誰
も
が
こ
の
よ
う
な
大
学
院
を
待
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

 
 ［

具
体

の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 外
国

人
住
民

数
 

85
5
名

 

4 
 

⾃
治

体
4 

  

（
5/

10
）

 
・
福
井
大
学
で
こ
の
よ
う
な
人
材
育
成
を
行
う
の
は
非
常
に
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
に
関
わ
る
専
門
人
材
育
成
の
ニ
ー
ズ
は
特
に
高
い
。 

・
仕

事
を

し
な

が
ら

大
学

院
で

学
ぶ

こ
と

は
大

変
だ

と
思

う
が

，
本

人
の

や
る

気
の

問
題

と
考

え
る

。
当

市
で

は
技

術
系

の
専

門
職

が
不

足
し

て
お

り
，

事
務

系
で

は
ど

こ
ま

で
専

門
性

が
必

要
か

ど
う

か
あ

り
，

専
門

職
の

育
成

方
法

も
検

討
し

て
い

る
。

大
学

院
に

出
す

場
合

に
は

，
人

事
制

度
や

財
政

的

支
援
等
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
が
，
こ
の
大
学
院
で
こ
の
よ
う
な
経
験
を
積
む
こ
と
は
必
要
だ
と
思
う
。

 
（

11
/6
）

 
・
（
他
の
自
治
体
か
ら
の
派
遣
予

定
，
費
用
，
修
学
時
間
帯
等
に
つ
い
て
確
認
）

 
・
行
き
た
い
と
い
う
職
員
が
い
る
か
ど
う
か
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
・
こ
れ
か
ら
は
英
語
力
，
観
光
，
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
関
す
る
知
識
を
持
っ
た
人
材
が
必
要
で
あ
る
。
大
学
院
で
の
専
門
の
講
師
陣
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

。
 

・
費

用
に

つ
い

て
，

海
外

研
修

に
関

し
て

は
自

己
負

担
に

な
る

か
も

し
れ

な
い

。
派

遣
す

る
職

員
に

つ
い

て
，

あ
ま

り
若

い
の

は
ど

う
か

と
思

う
。

職
員

は
ロ
ー
テ
ー
ト
す
る
し
，
派
遣
対
象
は

30
歳
過
ぎ
か
。
専
門
職
と
し
て
こ
の
よ
う
な
も
の
を
身

に
付
け
て
お
く
の
が
良
い
と
思
う
。
普
段
，
英
語
は

使

わ
な
い
が
，
今
後
，
必
要
だ
と
思
う
。
毎
年
の
派
遣
は
無
理
と
思
う
が
，
隔
年
で
は
派
遣
し
た
い
。

 
 ［

具
体

の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 外
国

人
住
民

数
 

1,
38

5
名

 

5 
 

⾃
治

体
５

 

 

（
5/

18
）

 
・

別
途

，
学

長
か

ら
も

話
し

を
聞

い
て

お
り

，
一

ヶ
月

の
海

外
派

遣
は

難
し

い
か

も
し

れ
な

い
が

，
検

討
し

，
誰

か
を

出
し

た
い

。
こ

れ
ま

で
に

職
員

を

海
外

研
修

に
出

す
機

会
が

あ
っ

た
が

，
帰

っ
て

来
た

ら
，

非
常

に
や

る
気

に
な

っ
た

。
言

葉
が

通
じ

な
い

の
は

か
な

り
辛

く
，

他
の

外
国

語
も

学
べ

る

と
良
い
。
国
際
港
湾
都
市
で
あ
り
，
英
語
能
力
は
必
要
で
，
授
業
以
外
で
の
交
流
も
出
来
る
と
良
い
。

 
・

良
い

取
組

だ
と

思
う

，
一

人
派

遣
し

て
，

ま
た

入
れ

替
え

て
一

人
派

遣
出

来
れ

ば
と

思
う

。
当

市
は

，
福

井
大

学
の

キ
ャ

ン
パ

ス
か

ら
遠

く
，

当
市

の

近
隣
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
願
え
る
こ
と
も
良
い
が
，
院
生
が
集
ま
る
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
行
っ
た
方
が
良
い
と
思
う
。
 

（
1
1
/
7
）
 

・
企
画
政
策
部
か
ら
，
 
2
0
2
0
年
度
１
名
に
始
ま
り
，
隔
年
毎
に
１
名
派
遣
し
た
い
と
の
電
話
連
絡
が
あ
っ
た
。
 

 ［
具

体
の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 外
国

人
住
民

数
 

81
1
名

 

- 72 -



6 
 

⾃
治

体
６

 

 

（
8/

29
）

 
・

人
材

育
成

に
関

し
，

現
在

，
京

都
の

大
学

の
大

学
院

に
職

員
を

派
遣

中
で

あ
る

。
職

員
に

希
望

を
聞

き
，

希
望

者
が

い
れ

ば
，

積
極

的
に

行
か

せ
る

よ

う
に
し
て
お
り
，
若
い
う
ち
の

学
び
を
重
視
し
て
い
る
。
福
井
県
に
こ
の
よ
う
な
大
学
院
が
出

来
て
，
そ
の
成
果
を
仕
事
に
活
か
す
こ
と
が
出
来
れ
ば

，

有
り

難
く

，
希

望
者

が
い

れ
ば

，
是

非
行

か
せ

た
い

。
た

だ
，

キ
ャ

ン
パ

ス
ま

で
の

距
離

的
な

こ
と

が
あ

り
，

本
人

に
や

る
気

が
な

い
限

り
難

し
い

と

思
う
が
，
週
２
，
３
回
な
ら
，
何
と
か
可
能
で
あ
ろ
う
し
，
学
び
た
い
職
員
は
行
か
せ
た
い
。

 
・

今
の

自
治

体
経

営
は

難
し

く
，

新
し

い
発

想
を

入
れ

て
行

か
な

い
と

生
き

残
れ

な
い

。
そ

う
い

う
考

え
で

他
の

大
学

院
に

派
遣

し
て

お
り

，
抜

け
た

穴

埋
め
は
大
変
で
あ
る
が
，
学
ん
だ
こ
と
を
返
し
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

 
・

海
外

と
の

交
流

に
関

し
，

３
市

と
友

好
都

市
，

姉
妹

都
市

等
の

関
係

を
持

っ
て

い
る

が
，

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

に
関

し
，

福
井

県
は

非
常

に
弱

く
，

幸
い

，

当
市

は
増

加
し

て
い

る
が

，
語

学
や

観
光

ノ
ウ

ハ
ウ

は
重

要
と

考
え

て
い

る
。

そ
の

た
め

に
広

く
人

材
確

保
が

必
要

と
考

え
，

職
員

採
用

時
の

年
齢

制

限
も

撤
廃

し
た

と
こ

ろ
で

あ
る

，
今

の
市

の
職

員
が

，
こ

の
専

門
職

大
学

院
で

学
ん

で
，

市
に

戻
り

，
役

に
立

っ
て

く
れ

る
こ

と
が

最
も

良
く

，
こ

の

大
学
院
設
置
は
非
常
に
有
り
難
い
。

 
・
当
市
で
は
，
第
３
セ
ク
タ
ー
で
「
観
光
局
」（

観
光
を
軸
に
地
域
活
性
化
を
目
指
す
組
織
）
を
立

ち
上
げ
て
い
る
が
，
活
動
に
は
色
ん
な
知
識
が
必
要
で

あ
り

，
そ

の
意

味
で

も
こ

の
大

学
院

は
重

要
と

考
え

て
い

る
。

北
陸

新
幹

線
の

延
伸

時
に

，
ど

う
や

っ
て

こ
の

地
に

来
て

貰
う

か
も

大
き

な
課

題
で

あ

る
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
面
白
く
，
こ
の
よ
う
な
海
外
研
修
も
含
め
た

2
年
間
の
学
び
で
視

野
が
広
が
り
，
広
い
視
野
で
新
し
い
こ
と
を
ど
ん
ど
ん

や
っ
て
い
く
政
策
立
案
能
力
は
重
要
で
，
こ
の
大
学
院
で
の
学
び
に
期
待
し
た
い
。

 
・
海
外
研
修
で
は
色
ん
な
気
づ
き
が
あ
る
と
思
う
。
当
市
か
ら
海
外
展
開
し
て
い
る
企
業
で
も
管
理
職
に
な
る
に
は

TO
EI

C6
00

点
以
上
が
条
件
と
な
っ

て
お

り
，

国
際

人
で

な
い

と
駄

目
だ

と
さ

れ
て

い
る

。
市

の
財

政
状

況
は

厳
し

い
が

，
や

り
く

り
し

て
職

員
を

大
学

院
に

派
遣

し
，

こ
の

大
学

院
で

得

ら
れ

る
新

し
い

知
恵

や
人

脈
を

活
用

出
来

れ
ば

，
そ

の
価

値
は

あ
る

と
思

う
。

大
学

院
に

行
っ

て
も

，
課

題
の

答
え

は
見

つ
か

ら
な

い
か

も
し

れ
な

い

が
，

ヒ
ン

ト
は

見
つ

か
る

と
思

う
，

さ
ら

に
，

院
生

同
士

等
の

横
の

繋
が

り
が

で
き

，
連

携
に

よ
る

ア
イ

デ
ア

が
生

ま
れ

れ
ば

，
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に

繋
が
る
と
思
う
。

 
・

当
市

で
は

，
人

口
減

少
と

言
う

初
め

て
の

こ
と

に
直

面
し

て
お

り
，

や
っ

て
い

る
こ

と
は

全
て

実
験

に
な

っ
て

い
て

，
こ

れ
ま

で
の

成
功

体
験

が
通

用

し
な

い
状

況
に

あ
る

。
例

え
ば

，
こ

れ
ま

で
は

企
業

誘
致

に
よ

り
活

性
化

が
図

れ
た

が
，

現
状

で
は

，
誘

致
す

る
と

人
手

不
足

が
生

じ
，

人
材

の
取

り

合
い
と
な
り
，
海
外
か
ら
の
人
材
確
保
が
必
要
と
な
る
。
ま
た

，
誘
致
し
た
大
企
業
に
，
地
元

の
中
小
企
業
が
人
手
を
取
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
，

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
人
手
不
足
が
経
済
縮
小
を
招
き
，
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
な
り
，
国

際
人
を
育
成
し
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
て
い
る
。

 
・

職
員

の
研

修
は

，
現

在
，

課
長

登
用

に
際

し
て

は
，

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

関
係

の
民

間
研

修
に

大
阪

に
出

し
て

い
る

が
，

こ
の

大
学

院
で

や
っ

て
く

れ
る

の

な
ら

，
代

え
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
，

将
来

的
な

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
形

成
に

よ
り

，
本

人
だ

け
で

な
く

，
周

囲
の

人
間

に
も

学
び

の
場

を
提

供
願

え
る

な

ら
，
本
当
に
有
り
難
い
。

 
・

常
に

学
び

が
必

要
で

あ
り

，
人

口
減

少
に

直
面

し
，

こ
れ

ま
で

の
成

功
事

例
が

通
用

し
な

い
今

，
学

び
の

姿
勢

が
大

事
で

あ
る

。
役

所
も

人
材

を
育

て

て
行

く
必

要
が

あ
り

，
こ

の
大

学
院

で
民

間
人

と
一

緒
に

学
ぶ

こ
と

が
出

来
れ

ば
変

わ
る

と
思

う
。

ま
た

，
教

員
に

も
こ

ち
ら

に
来

て
貰

っ
て

，
職

員

み
ん

な
に

学
び

を
提

供
願

え
れ

ば
，

さ
ら

に
有

り
難

い
。

大
学

院
へ

の
派

遣
に

加
え

，
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

を
通

じ
た

連
携

に
よ

り
互

い
の

学
び

と
な

る

と
良
い
と
思
う
。
こ
の
大
学
院
の
内
容
は
面
白
く
，
私
自
身
が
行
き
た
い
と
思
っ
た
。
希
望
者
は
是
非
行
か
し
て
や
り
た
い
，
ま
た
，
連
携
も
し
た

い
。
 

 

 外
国

人
住
民

数
 

32
8
名

 

7
 

 

⾃
治

体
７

 

  

（
5/

16
）

 
・

国
際

化
に

関
し

，
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

影
響

は
大

き
く

，
当

市
に

お
い

て
は

，
○

○
の

生
誕

記
念

や
浙

江
省

と
の

交
流

記
念

の
節

目
等

に
お

い
て

，
職

員

の
意
識
改
革
に
努
め
て
来
た
。
大
学
院
で
学
ば
せ
る
の
は
大
き
な
投
資
で
あ
り
，
現
在
は

1
名

を
外
務
省
に
派
遣
し
て
い
る
。
過
去
に
は
海
外
で
勉
強

し
た

い
と

女
性

職
員

が
離

職
し

た
こ

と
も

あ
る

。
意

欲
が

あ
る

者
が

い
れ

ば
派

遣
制

度
を

作
れ

る
と

思
う

が
，

現
時

点
で

は
，

北
陸

新
幹

線
延

伸
等

で

大
学
院
派
遣
の
余
裕
が
な
い
が
，

20
23

，
20

24
年
度
辺
り
で
あ
れ
ば
対
応
は
可
能
と
考
え
る
。

 
 

 外
国

人
住
民

数
 

40
1
名
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8 
 

⾃
治

体
８

 

 

（
7/

20
）

 
・

大
学

院
へ

の
職

員
の

派
遣

に
つ

い
て

，
そ

の
必

要
経

費
を

町
が

負
担

す
る

こ
と

に
議

会
の

承
認

が
得

ら
れ

る
か

は
あ

る
が

，
町

民
の

グ
ロ

ー
バ

ル
意

識

が
高
ま
れ
ば
可
能
と
考
え
て
い
る
。
町
と
し
て
は
○
○
サ
ミ
ッ
ト
構
想
や
テ
レ
ワ
ー
ク
，

IO
T

へ
の
取
組
み
な
ど
を
検
討
し
，
当
町
に
は
国
際
感

覚
が

豊
か

な
人

材
が

集
ま

っ
て

来
て

い
る

こ
と

か
ら

も
，

国
際

感
覚

の
あ

る
職

員
は

必
要

だ
と

思
っ

て
い

る
。

シ
リ

コ
ン

バ
レ

ー
に

勤
め

て
い

た
米

国
の

若

者
が
た
ま
た
ま
当
町
に
来
て
こ
こ
を
気
に
入
り
，
街
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
○
○
バ
レ
ー
構
想
を
考
え
て
い
る
。

 
（

11
/5
）

 
・
意
欲
の
あ
る
職
員
を
派
遣
し
た
い
。
町
と
し
て
人
材
を
育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
，
大
学
院
に
行
き
た
い
と
い
う
職
員
が
い
る
と
嬉
し
い
。

 
・
若
い
職
員
に
行
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
お
り
，
独
身
で
自
由
が
利
く
職
員
が
適
当
か
も
し
れ
な
い
。

20
20

年
か

20
21

年
に
職
員
を
派
遣
し
た
い
。

 
・
役
場
に
は
専
門
家
が
必
要
で
あ
る
が
，
色
々
と
企
画
で
き
る
人
材
，
大
き
な
視
点
で
考
え
ら
れ
る
人
材
も
必
要
で
あ
る
。

 
 ［

具
体

の
派
遣

計
画

の
提
示

あ
り

］
 

 外
国

人
住
民

数
 

25
7
名

 
 

9 
 

⾃
治

体
９

 

 

（
5/

14
）

 
・

外
部

へ
の

研
修

派
遣

に
よ

り
職

員
の

質
が

高
く

な
っ

て
い

る
，

国
際

感
覚

を
持

つ
人

材
の

育
成

は
重

要
で

あ
り

，
当

市
で

は
仏

か
ら

の
職

員
を

受
け

入

れ
て
い
る
。
現
在
の
自
治
大
学
研
修
と
同
様
に
考
え
れ
ば
，
大
学
院
へ
の
職
員
の
派
遣
は
可
能
で
，

20
20

年
度
派
遣
（
無
理
な
ら

20
21

年
度
）
に
向

け
大
学
院
に
職
員
を
派
遣
す
る
仕
組
み
，
ル
ー
ル
を
考
え
た
い
。
（
こ
の
後
，
市
長
交
代
）

 
（

11
/5
）

 
・

大
学

院
へ

の
派

遣
費

用
は

ど
う

考
え

る
べ

き
か

，
民

間
の

国
際

経
営

感
覚

と
自

治
体

の
国

際
化

が
合

う
か

ど
う

か
。

現
在

，
市

で
は

い
ろ

い
ろ

な
国

際

関
係
の
取
組
み
を
展
開
し
て
い
る
の
で
，
一
度
，
整
理
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
・
目
的
意
識
を
持
た
せ
な
い
と
，
た
だ
派
遣
し
た
だ
け
で
は
勿
体
な
い
。
国
際
的
な
視
点
は
外
せ
な
い
と
思
う
が
，
市
の
事
情
と
し
て
は
基
盤
固
め
の
段

 
階
で
あ
る
。
た
だ
し
，
こ
の
派
遣
に
つ
い
て
は
，
今
後
，
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

 

 外
国

人
住
民

数
 

45
5
名

 

10
 

 

⾃
治

体
10

 

 

（
5/

22
）

 
・

こ
の

大
学

院
の

取
組

は
良

い
と

思
う

。
意

欲
の

あ
る

職
員

が
い

れ
ば

派
遣

し
た

い
が

，
現

時
点

で
は

余
裕

が
な

く
困

難
な

感
じ

で
あ

る
。

現
在

，
働

き

方
改

革
を

進
め

て
お

り
，

そ
れ

で
余

裕
が

出
て

く
れ

ば
派

遣
し

た
い

。
こ

れ
か

ら
は

企
画

力
の

あ
る

人
間

が
絶

対
に

必
要

で
あ

り
，

こ
う

い
う

学
び

の

機
会
は
良
い
。
当
市
は
，
現
在
，「

や
る
気
職
員
支
援
制
度
」
を
設
け
，
給
料
を
保
障
し
，
長
く
て
二
週
間
の
派
遣
を
行
っ
て
い
る
が
，
そ
の
延
長
上
に

置
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

 
・
ま
た
，
学
部
卒
者
が
，
こ
う
し
た
専
門
職
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
経
て
，
入
っ
て
来
て
貰
え
る
と
良
い
。

 
（

11
/1

2）
 

・
市
と
し
て
都
合
の
良
い
派
遣
年
度
を
希
望
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。

 
・

大
学

院
へ

の
職

員
の

派
遣

に
つ

い
て

，
そ

の
費

用
に

対
す

る
補

助
制

度
は

現
在

な
い

が
，

修
学

に
伴

う
部

分
休

業
制

度
は

あ
る

。
職

員
の

負
担

を
考

え

る
と
，
日
中
に
授
業
が
あ
る
方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

 
・
派
遣
に
つ
い
て
，
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

 

 外
国

人
住
民

数
 

27
9
名
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11
 

 

⾃
治

体
11

 

 

（
7/

31
）

 
・

当
市

は
人

口
の

５
％

が
外

国
人

で
，

日
系

ブ
ラ

ジ
ル

人
が

圧
倒

的
に

多
い

。
学

校
に

よ
っ

て
は

ク
ラ

ス
の

半
分

が
ブ

ラ
ジ

ル
人

と
言

う
こ

と
も

あ
る

。

学
校
現
場
で
は
，
日
本
語
を
話
せ
な
い
親
と
の
会
話
に
支
障
が
あ
っ
た
り
，
親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

 
・
現
在
，
市
の
職
員
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
が

1
名
，
中
国
人
が

1
名
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
母
国
語
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
で
あ
り
，
他
大
学
と
共
同
で
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の

講
座

を
開

講
し

た
り

し
て

い
る

。
多

文
化

共
生

が
１

番
の

課
題

で
あ

り
，

英
語

と
言

う
よ

り
は

ポ
ル

ト
ガ

ル
語

や
ブ

ラ
ジ

ル
文

化
が

地
域

課
題

に

と
っ
て
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

 
・

今
後

の
法

改
正

で
外

国
人

居
住

者
は

さ
ら

に
増

え
続

け
る

と
見

込
ま

れ
，

海
外

展
開

や
グ

ロ
ー

バ
ル

化
と

言
う

こ
と

で
な

く
，

自
治

体
と

し
て

は
地

域

課
題
の
解
決
が
１
番
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
，
来
年
度
，
早
け
れ
ば
今
年
度
よ
り
市
職
員
採
用
試
験
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
加
点
を
取
り
入
れ
る
。

 
・

職
員

の
各

種
研

修
に

つ
い

て
は

，
挙

手
制

で
意

欲
が

あ
り

目
的

が
明

確
な

人
間

を
行

か
せ

て
い

る
。

こ
の

大
学

院
に

つ
い

て
も

，
希

望
者

が
い

れ
ば

，

派
遣
を
考
え
た
い
。

 
 

 外
国

人
住
民

数
 

3,
81

0
名

 

備
考
：
自
治
体
は
外
国
人
住
民
数

20
0
名
以
上
の
市
・
町
を
対
象
に
折
衝
を
行
っ
た
。
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【業　種】

建設業（１），製造業（１５），電気・光熱水業（１），情報通信業（３），卸売・小売業（３），金融・保険業（３），

生活関連サービス業（２），教育・学習支援業（３），医療・福祉業（１），公務員（２），農林業（２），その他（３）

【職　種】

事務職（８），販売職（９），専門・技術職（１０），生産工程職（１），サービス業（２），管理職（６），

その他（企画部門）（３）

【年　齢】

20歳代（４），30歳代前半（１４），30歳代後半（１９），40歳代（２）

あったほうがいいの
で賛成する

もっと研究を深める大
学院が必要

もっと広く教養・知識
を身に付ける大学院

が必要
わからない

16 5 6 9

質問２．このような大学院に進学したいという気持ちはありますか。

大いにある 考えてみたい 他の大学院に行く 進学は考えていない

2 14 2 18

質問３．その大学院にはどういう分野があるといいと思いますか（複数に〇も可）。

英語や日本語等の言
語の能力を高める

様々な国際機関や国
際進出企業等で活躍
できる能力を高める

企業や組織での経営
的・マネジメント的能

力を高める

地域づくりについての
専門的な力量を高め

る
その他

7 16 16 11 4

質問４．教育課程の中に次のような内容を置くことは必要と思いますか。

ぜひ必要 あった方がいい 必要ない

海外でのインターンシップ 10 20 1

国内でのインターンシップ 7 18 3

国内外での研修・実習 9 20 0

異業種企業等での研修 7 22 0

他大学の大学院の科目の履修 0 11 12

学部・大学院の一貫による1年短縮修了 1 14 7

その他 0 1 0

その他：単位をとる目的でなく，社会人（企業）からも参加できるカリキュラムがあるといいと感じた（１）

専門職大学院に関するアンケート調査 （考福塾第５期塾生39人対象　平成30年2月実施）

質問１．国際地域学部の上にマネジメントの実践的な力量を身に付けることを目的とする専門職大学院をつくることに
ついてどう思いますか。

　　　　　　　上記のどの分野であっても，実践的なシミュレーションをまじえて学べるといいと思う（１）

　　　　　　　半数が外国からの留学生というような国際的な学部であったほうが良いと思う（１）

　　　　　　　福井の魅力を海外に発信していく人材の育成，県内企業の海外進出の手助けとなる人材の育成（１）

　　その他：地域マーケティング（１）
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テキストボックス
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（ 白 紙 ペ ー ジ ） 
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専門職大学院に関するアンケート調査（国際地域学部生対象） 

 

           （50 人から回答あり） 

１ 進学希望について 

〔質問〕構想中の専門職大学院がつくられるとすると，そこに進学する気持ちはありますか。 
 

 項   目 人数(人) 

① 大いにある 3 

② 考えてみたい 14 

③ 他の大学院に行く 8 

④ 進学は考えていない 24 

⑤ 未回答 1 

 

２ 分野について 

〔質問〕本専門職大学院の分野として，どういうものがあると良いですか（複数回答可）。 
 

 項   目 人数(人) 

① 英語や日本語等の言語の能力を高める 20 

② 様々な国際機関や国際進出企業等で活躍できる能力を高める 35 

③ 企業や組織での経営的・マネジメント的能力を高める 23 

④ 地域づくりについての専門的な力量を高める 16 

⑤ 文理融合型学習をさらに深める 3 

⑥ 未回答 3 

 

 

           （57 人から回答あり） 

３ 進学希望について 

〔質問〕学部卒業後の進路を，1)大学院・専門学校等への進学，2)現在考慮中，3)まだ考えていない，と答

えた方に尋ねます。本専門職大学院への進学を希望しますか。 
 

 項   目 人数(人) 

① 希望する 0 

② 選択肢の一つとして考えたい 5 

③ 期待できる内容ならば進学したい 6 

④ 希望しない 6 

⑤ わからない 0 

 

４ カリキュラムについて 

〔質問〕本専門職大学院への進学を，①希望する，②選択肢の一つとして考えたい，③期待できる内容なら

進学したい，と答えた方に尋ねます。もし，この専門職大学院で学ぶとすれば，どのような内容の

カリキュラムが望ましいと思いますか。以下の選択肢から選んで回答してください（３つ以内）。 
 

 項   目 人数(人) 

① 海外の社会・経済の多様な事情が理解できる 8 

② 企業経営を進めていくうえで必要な知識を得ることができる 4 

③ 海外で事業活動を展開する際のさまざまな課題を理解できる 7 

④ 海外で多くの人と付き合う力が身に付く 4 

⑤ 海外をマーケットとして起業する際のノウハウが身につく 6 

⑥ 途上国の開発に携わるために必要な力が身につく 0 

⑦ 将来国際的な事業で活躍するための契機となる 2 

⑧ 英語などの外国語の能力が高まる 2  

平成30年2月実施 

平成30年5月実施 
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テキストボックス
【別紙3-1】



専門職大学院についてのアンケート調査　（平成30年12月実施）

（アンケート対象：平成30年度国際地域学部２，３年次生124人，うち回答数111人）

48

4

41

18

１ このような専門職大学院への進学についてどう考えますか。

（１）選択肢の一つとして考えたい

（２）いったん就職した後に、改めて社会人としての入学を希望する

（３）希望しない

（４）わからない

34
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２ もし、この専門職大学院で学ぶとすれば、どのような力量や知識を身につけることを望みますか。

以下の選択肢から選んで回答してください（3つ以内）。

2

16

41
45

5
2

３ この大学院の授業は，社会人が働きながら通えるように，基本的に平日の夜間，土曜，

休業期間中に行われますが，あなたはどのようなライフスタイルを想定しますか。

（０）無回答

（１）日中は、学部の未履修科目を履修したり、他の学校等に

通ったりするなど、自学に努める
（２）日中は、アルバイトなど時間的に融通の利く職に就く

（３）大学院と就職を両立できるような就職先を探す

（４）その他

（複数回答）（１），（２）

（１）様々な国・地域における社会・経済の事情を理解する

（２）事業を運営していくうえで必要なマネジメントに関わる知識を得る

（３）事業の企画に必要な発想力・デザイン能力を身につける

（４）海外で事業活動を展開する際に必要な知識、および交渉力・行動力を

身につける

（５）国内および国外におけるマーケットの開拓に必要な知識を身につける

（６）移民問題やインバウンド対策、少子高齢化などこれから地域にとって

政策的に必要となる課題に関する知識を得る

（７）日常的に外国人や外国企業などとの取引や交渉をスムーズに行う力を

身につける

（８）高度な英語能力、ビジネスを含む実用的な英語能力を身につける

（９）その他

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）
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専門職大学院に関するアンケート調査（工学部生対象） 

 

           （435 人から回答あり） 

１ 興味・関心について 

〔質問〕構想中の専門職大学院に興味がありますか。 
 

 項   目 人数(人) 

① 興味がある 185 

② 興味はない 112 

③ わからない 138 

 

２ 分野について 

〔質問〕本専門職大学院への進学を考えた場合，どのようなことを学べたら良いですか（複数回答可）。 
 

 項   目 人数(人) 

① 語学力 206 

② 国際情勢や文化の理解 107 

③ 経営・マネジメント能力 172 

④ コミュニケーション力 219 

 

 

           （230 人から回答あり） 

３ 進学希望について 

〔質問〕学部卒業後の進路を，1)工学系以外の大学院・専門学校等への進学，2)現在考慮中，3)まだ考えて

いない，と答えた方に尋ねます。本専門職大学院への進学を希望しますか。 
 

 項   目 人数(人) 

① 希望する 0 

② 選択肢の一つとして考えたい 13 

③ 希望しない 10 

④ わからない 2 

 

４ カリキュラムについて 

〔質問〕本専門職大学院への進学を，①希望する，②選択肢の一つとして考えたい，と答えた方に尋ねます。

もし，この専門職大学院で学ぶとすれば，どのような内容のカリキュラムが望ましいと思いますか。

以下の選択肢から選んで回答してください（３つ以内）。 
 

 項   目 人数(人) 

① 海外の社会・経済の多様な事情が理解できる 32 

② 企業経営を進めていくうえで必要な知識を得ることができる 30 

③ 海外で事業活動を展開する際のさまざまな課題を理解できる 16 

④ 海外で多くの人と付き合う力が身に付く 15 

⑤ 海外をマーケットとして起業する際のノウハウが身につく 8 

⑥ 途上国の開発に携わるために必要な力が身につく 5 

⑦ 将来国際的な事業で活躍するための契機となる 21 

⑧ 英語などの外国語の能力が高まる 24 

 

 

平成30年2月実施 

平成30年5月実施 
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（ 白 紙 ペ ー ジ ） 
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地域企業及び自治体のニーズ・期待 

＜（）内は当該ニーズのあった企業・自治体。順不同＞  

 

・製品の８割が海外で使われているにも関わらず，海外のことを全く知らないというわけには

いかないと思っている。世界を相手としたビジネスなのでグローバル感覚を身につけること

は重要と考えている。この大学院の方向性は本社の方向性とも合っているので積極的に協力

をしていきたいと考えている。（企業１） 

・事業の 50％以上は海外向けであり，国内向けだけでやっては行けず，海外とは切っても切れ

ない。このような大学院で学ぶことはいいことだと思う。会社から近くの大学でもあるので，

できる限りの協力をしたい。（企業 33） 

・将来の幹部候補生の育成ということでは必要なプログラムだと考える。（企業 13）  
・社内で力を付けてきた社員に，海外でのそのような経験も積ませたいので，この大学院に関

心がある。この大学院構想はとても良いと思う。（企業 11） 

・働きながら学べるということは魅力的。将来の幹部候補生にこのような大学院での学びは必

要だと思っている。（企業 16） 

・海外進出のための人材育成が必要と考えていたところ，この大学院設置の話を知った。  
           （企業４） 

・東京には学ぶ機会も多いが，地方は少なく，福井にこのような大学院が出来ることは良いと

思う。（企業 24） 

・このような機会で基礎を身に付けて貰いたいと思う。弊社はものづくりなので，現在，海外

には，機械系ばかりで，財務を知らない者が行っている。そのような人間に 2 年間勉強して

行ってもらうことは価値がある。現地で社長になる人間に対し，この大学院で事前準備が出

来るに越したことはなく，お願いしたい。（企業８） 

・海外進出を考える上で，語学力が豊かな人材は必要であり，この大学院でそのような人材育

成ができるのなら考えてみたい。（企業 30） 

・グローバルな視野を持つことは今後のことも考えとても重要。（企業 31）  

・この大学院についてはとても興味がある。自身がロシアに行ったとき，事前にこのようなこ

とを学んでおけば全然違ったと思う。（企業 29） 

・今回の構想を聞いた時に非常に興味を持った。この大学院で国際的な視野で学んで貰いたい。

地元の大学でこのようなことをやって貰えるのはありがたい限りである。是非とも実現して

欲しい。（企業 27）  
・中小企業にとって，このような大学院のニーズはあると思う。（企業 29）  

・この大学院は人間の総合力を高める大学院だと思う。自分の時代にこういう大学院があった

ら進学したかった。（企業 36） 

・これからの事業展開の中でタイミングが合えば，人材育成の点でこの大学院は面白いかもし

れない。（企業 49）  

・面白い取組みだと思う。私自身，社会人になってからも学びの場があればと思っていたので，

積極的に考えたいとは思っている。（企業 42） 

・仕入れ，販売ともに海外の比率が大きく，買うにも売るにも外国人との付き合いは重要とな
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っている。この大学院で研修した社員が社内に居ることは将来に向け，非常に良いことだと

思う。この大学院構想は，ユニークな取組だと思う。（企業３） 

・この大学院を通じ，海外で学んで来ると，一層能力を発揮できると思う｡このような人材育成

をもっと大学でやるべきであり，積極的に賛成する。（企業 22）  

・福井にこのような大学院が準備されることは幸せだと思う。平常時に限界を感じることがあ

り，このような場は魅力がある。（企業 19）  

・院生同士のつながりができることはいいと思う。（企業 26） 

・この大学院を通じ，異業種と関われるのは有意義である。今すぐの海外事業展開はないが，

いずれそうなると思う。その際の人材育成について，こういった大学院で学べるのはいいこ

とである。（企業 34） 

・このような大学院で学ぶことは，中小企業でも必要だと思う。（企業 25） 

・異業種の情報交換にも有益だと思う。(企業 54) 

・この大学院は，異業種も含めた人脈作りに良く，修了生同士のネットワークは非常に有効だ

と思う。（企業 50） 

・外国人の定着に向け，この大学院がレールを敷いていくのが良いのではないかと思う。この

考えに賛成で，地方大学が特色を出していくため，福井大学カラーを出していくことは大事。

福井にどんどん人が入ってくるためにも，この構想は良いと思う。会社に入ってからも学び

は必要で，仕事をしながら学ぶ，自己研鑽が必要であり，そうでないと続かない。（企業５） 

・この大学院を使って人材育成が出来るなら，会社の方針にぴったりである。（企業 20） 

・このような大学院の立ち上げは大事だし面白い。（企業 52） 

・この大学院の内容は面白い。私自身（常務）が入りたい。（企業 35） 

・実社会に出た者に対する教育として，非常に良い話であり，この構想に賛同する。（企業 56） 

・この大学院構想は面白く，自身も学び直しが出来たらと思う。AI とかの狭い分野に限定され

るのではなく，広い視野を持った人との連携が必要であり，専門技術は持っているので，明

るく広いビジネスモデルを発想できることが必要となっている。（企業 23） 

・世代交代を考えている企業であれば規模が小さい会社でもこのような大学院で後継者を勉強

させたいと思う。県外の大学院に行ってそのまま帰ってこない人も多いので，地元でこのよ

うなことを学べるのはコスト的にも時間的にもメリットがあり有り難い。（企業 46） 

・現在，社員の研修には外部講師，産業能率大学や中小企業産業大学校を利用しており，余裕

が出て来れば，この大学院を活用し，社員のレベルを一段階上に上げて行きたいと思う。  

（企業 43） 

・国際港湾都市であり，英語能力が必要，授業以外での交流が出来ると良い。（自治体５） 

・国際感覚を持つ人材の育成は重要。（自治体９） 

・語学や観光ノウハウは重要と考えている。そのために広く人材確保が必要と考え，職員採用

時の年齢制限も撤廃したところであるが，今の市の職員が，この専門職大学院で学んで，市

に戻り役に立ってくれることが最も良く，この大学院設置は非常にありがたい。（自治体６） 

・これからは企画力ある人間は絶対に必要であり，こういう機会は良い。（自治体 10） 

以上 
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専門職大学院の教育内容に関するニーズ 

 

１ 教育への要望等について 

企業・自治体との個別折衝から抜粋 

・会社が独自でできないプログラムが良い。 

・大学院でグローバルな視野を持つことができて，異文化を経験できることは非常に良い。 

・マネジメントリーダーの育成が必要。国際的な視野で学んでもらいたい。 

・海外進出に際し，事前に，語学，財務，マネジメントを総合的に学びたい。 

・マネジメント能力の勉強は立場が上になるほど必要。このように学べる機会があるのは良い。 

・新しいビジネスモデルを考えることのできる人材育成を期待する。広いビジネスモデルを発

想できることが必要。分析力，マネジメント力が重要。 

・深くより，浅く広くとらえることも大事。実際のビジネスと関連付けて学ぶことは重要で，

商社等でマーケティングが学べると良い。 

・この大学院でグローバルなマーケティングができる力が付くと良い。 

・経営的なことを学び，経営者を育てるために，この大学院は良い。 

・MBA 的経営の基本，土地勘，商習慣等も必要。 

・ディベート力，論理性，新しい考え方が必要。 

・広い視野で新しいことをどんどんやっていく政策立案能力は重要。 

・この大学院で，人がやれないことを先導してやれる力，思考を持った人材を育成してほしい。 

・机上の理論と実地のバランスが重要。 

・実体験でのビジネス感覚や慣習等の理解が必要。 

・福井大学でないと学べないという，一点尖らせる部分が必要。 
 

・海外でネイティブと議論できると良い。 

・異文化に飛び込み，新しい経験，刺激が必要。 

・海外実地研修は，ヒアリング・レポートだけでは不十分で，実体験が大事。 

・海外実地研修は，JICA 等，全く異なる体験をするのが良い。 

・高度な経営・国際実務研修は良い。総合商社の中での実務経験ができるとありがたい。 
 

・人間性，世界観，文化，哲学といった科目を加えるべき。 

・マーケティング，コミュニケーション，アカウンティングの科目が必要。 

・科目として，アカウンティング，財務，統計学が入るとすごくいい。 

・観光に関するスペシャリストは重要。 
 

・単に英語が話せるだけでなく，外国人とコミュニケーションできることが大事。 

・技術系に社員にも英語が必須であり，技術系の人に語学力や国際感覚を身に付けてほしい。 

・中国語の学びも必要。 

・他の外国語も学べると良い。 
 

・大学院を通じて異業種と関われるのは有意義。 

・この大学院は異業種も含めた人脈作りに良い。修了生同士のネットワークは非常に有効。 

・大学院への院生の派遣に加え，コンソーシアムのような連携により互いの学びになると良い。 

・授業外でも交流ができると良い。大学院修了後も，継続的に学ぶことができると良い。 
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アンケート調査の自由記述から抜粋 

・会社が独自でできないプログラムや全く別の分野が良い。異業種交流はメリットがある。 

・国内での研修先は県内企業に限定しない方が良い。 

・自社より大きな企業に派遣したい。総合商社の中での実務経験があるとありがたい。 

・実際のビジネスと関連付けて学ぶことは重要で，商社ではマーケティングを学べると良い。 
 

・単に英語が話せるだけでなく，外国人とコミュニケーションできることが大事。 

・異文化に飛び込み，新しい経験，刺激が必要。海外でネイティブと議論できると良い。 

・JICA 等，全く異なる体験をするのが良い。 

・学ぶなら，海外諸国での文化，習慣や仕事のやり方の違い等。 

・新興国の民間企業や公的機関等に学生を派遣し，実践的な就業体験の機会の提供。 

・座学の学びをベースに海外企業の訪問，ヒアリング・レポートだけでは役に立たない。主体

的に動かなければ意味がない。 

・海外で日本の常識は通じない。まずは実体験でビジネス感覚や慣習等の理解が必要。 

・アセアン域内の大学等に寄附講座を開設し，講義・インターンシップ・ジョブフェアを通し

て現地日系企業で即戦力となる学生を育成，日系企業への就職を促す仕組みづくり。 

・MBA 的経営の基本，土地勘，商習慣等も必要。 
 

・高度な経営・国際実務研修が良い。 

・JETRO も活用するが，更なる情報収集のための経営者的能力が必要。 

・高度専門職業人養成のために，ビジネス・MOT 分野のカリキュラムを入れてはどうか。 

・参加者との交流や他社取組事例等を参考に，マネジメント能力や国際感覚を身に付けてほしい。 

・分析力，マネジメント力は重要。 

・科目として必要なのは，マーケティング，コミュニケーション，アカウンティング，財務，

統計学。 

・心理学等，コミュニケーション能力に生かせる学問，能力を身に付けてほしい。 

・インバウンドの取り込みが必須の課題。観光に関するスペシャリストの育成が重要。 
 

・継続的に学ぶことができると良い。 

・e-Learning も取り入れた授業形態にしてはどうか。 

・数年で単位取得が可能となる仕組み（例：1年の半分を使って受講×2年＝1年分） 

・企業の計画に合わせて入学時期を変えることができる柔軟性があると良い。 

 

２ 海外実地研修について 

（質問）この大学院では，語学・分析ツール・専門分野の知識に加え，「海外実地研修」（を

大きな柱と考えていますが，次のどの実地研修に最も期待されますか（複数回答可）。 
 

【法人・団体等】（21 社から回答あり） 

 項   目 人数 

① JICA での短期ボランティア orインターンシップによる実地体験 4 

② 異業種の海外進出特定企業での実務体験 6 

③ 一国又は複数国に滞在し，現地の進出企業等でのヒアリング・同行研修 3 

④ 欧米の大学等での短期研修 4 

⑤ 総合商社での短期実務研修 9 

⑥ ユネスコでのプロジェクト参加型研修 2 

⑦ その他 2  

（単位：人） 
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